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Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』
の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい
町民の笑顔やイベント行事などの写真
をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』
表紙に掲載するとともに、誌面で紹介さ
せていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページ
をご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。

満開の桜の中で、満面の笑顔

今月の表紙

　
新
緑
の
候
、皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
の
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て

議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
新
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
１
年
経
過
し
、

皆
様
に
読
ん
で
も
ら
い
や
す
く
、

議
会
の
活
動
が
よ
く
わ
か
る
広

報
誌
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
度
コ
ン
テ

ス
ト
で
部
門
表
彰
も
受
け
ま
し

た
。な
お
一
層
良
い
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
委
員
一
同
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、ご
要
望
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
広
報
編
集
委
員
会
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
山
本 

稔
）

編
集
後
記

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

和気町多目的公園
議会広報編集委員会
公園内に大型複合遊具やスケート
パークが完成しました。満開の桜の中、
子どもから大人まで満面の笑顔に包
まれていました。

和気町議会

第72号
令和6年
3月定例会

❹ 令和６年度 主要事業について　❺ 質疑と答弁
❾ 委員長報告　　 一般質問12

❷ 特集 議会視察研修

一部加工・トリミングして掲載しています。

「和気町議会だより 第69号」が表彰されました



●視察日程：令和6年2月16日～17日
●視察内容：企業誘致による町の活性化、公共交通の新形態　
　  学校跡地利用　　　
●視 察 先：「徳島県神山町 サテライトオフィス」
 「兵庫県淡路市尾崎 SAKIA（サキア）」他

旧尾崎小学校再開発「SAKIA(サキア )」
～食・アート・学び　そして地域との融合施設～

まちのクルマ Let's

『まちのクルマ Let’s』は神山
町内のタクシー利用者に補助
金を出すもの。利用登録はマ
イナンバーカードで行い、利
用予約はアプリを使い簡単に
できる。補助金上限8,000円
／月は、ほぼ神山町全域をカ
バーする。

町から委託を受けたNPO法人が、移住手続きや空家募集・リフォームなどを行っている。 海外アーティ
ストが滞在して作品を作ることが移住につながった。また、学生による古民家再生プロジェクトで空き店
舗の活用が促進されていた。 神山塾では地域滞在型の職業訓練が行われており、定住率30～40%で
ある。 サテライトオフィスは自然に囲まれた地域にあり、宿泊および飲食施設も備えている。

レストラン事業を手がけるバルニバービが運営する兵庫県
淡路市の小学校跡地施設。 子ども図書館やレストランがあ
り、アートとの融合で新鮮さを表現している。また、地域との
連携も図りながら、観光地としても優れている。 次の展開と
して、宿泊施設を検討するなど、空き小学校跡地が複数ある
和気町にとっても理想的な活用方法ではないか。

議会
視察研修

特集

移住交流事業・サテライトオフィス
視察1

視察2

参考になったことが多くあった視察であった。和気町に活かせるものがあれば執
行部と話し合いを進め、方策を見出したい。

視察を通じて

利用イメージ

❶利用登録
役場または支所・公民館で
マイナンバーカードを
提示して利用登録申請

❷予約

電話または
アプリで予約

登録者は運賃の
15％負担で利用できる
（運賃上限8,000円／月まで）

❹降車

マイナンバーカード
で利用登録の確認

❸乗車
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■高校魅力化事業
 5億4,294万円
地域学習交流センターを建設し、地域の交流拠点を目指
す。

　 

設
置
方
法
の
見
直
し
を
行
っ
た
そ
う
だ
が
、

そ
の
内
容
と
は
。

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
当
初
、
国
の
補
助
金
活
用
を
予
定
し
て
い
た

が
、
設
置
費
用
が
か
か
ら
な
い
民
間
事
業
者
を

活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　 

文
化
財
改
修
補
助
金
２
７
０
万
円
の
減

額
理
由
は
。

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
旧
大
國
家
住
宅
の
補
助
金
の
減
額
で
、
文

化
庁
等
々
と
協
議
し
、
国
の
予
算
の
都
合
上
、

事
業
費
自
体
が
減
っ
た
た
め
補
助
金
を
減
額

し
た
。

　 

衛
生
費
の
国
庫
負
担
金
が
１
５
５
０
万
円

国
庫
補
助
金
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
で
６
２
５
万
円
と
い

う
こ
と
で
合
計
２
１
０
０
万
円
減
額
に
な
っ

て
い
る
。コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て
も
健
康
保
険
で

治
す
こ
と
に
な
り
負
担
が
増
加
す
る
の
で
は
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
接
種
対
策
費
、
接
種
確
保
事
業
補
助
金
そ

れ
ぞ
れ
の
減
額
は
、公
費
負
担
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
３
月
末
で
終
了
す
る
の
で
実
績
に
よ
る

減
額
で
あ
る
。今
年
10
月
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

今
ま
で
全
額
公
費
負
担
だ
っ
た
も
の
が
定
期
接

種
に
な
り
、
自
己
負
担
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ

る
。町
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
と
同
じ
く
ら
い

の
補
助
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
住
民
の
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　 

現
年
課
税
分
の
償
却
資
産

２
４
０
６
万
５
０
０
０
円
の
詳
細
は

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
佐
伯
地
域
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、美
作
市
分
の
修

正
申
告
が
あ
っ
た
た
め
だ
。

　 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が

４
０
０
０
万
円
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
１
５
０
０

万
円
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
１
０
０

０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
対
象
者
の
減
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
控
え
が

主
な
要
因
で
あ
る
。ま
た
、特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
に
お
い
て
、
想
定
し
て
い
た
介
護
度

よ
り
低
い
方
が
入
所
さ
れ
た
関
係
で
、
そ
の
差

額
分
が
４
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
に
な
っ
た
。

　 

介
護
給
付
費
準
備
の
積
立
金
、
積
み
立
て

た
総
額
は
。

　 
万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
現
在
２
億
６
０
７
３
万
８
５
１
０
円
で
今
回

５
０
０
０
万
円
積
み
立
て
す
る
予
定
で
あ
る
。

　 

繰
越
明
許
費
※1

で
５
６
９
８
万
円
の
内

容
は
。

　 

大
竹 

支
配
人

　
内
容
は
源
泉
ポ
ン
プ
更
新
工
事
だ
。
ポ
ン

プ
イ
ン
バ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
現
在
の
と
こ
ろ
３

月
後
半
も
し
く
は
４
月
上
旬
に
は
納
品
可
能

か
と
い
う
状
況
で
あ
り
、６
月
の
工
事
を
計
画

し
て
い
る
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

西
中 

純
一 

議
員

コ
ロ
ナ
対
応
は
今
後
ど
う
な
る

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

広
瀬 

正
男 

議
員

文
化
財
改
修
補
助
金
の
減
額
は

山
田 

浩
子 

議
員

電
気
自
動
車
充
電
設
備
の

設
置
方
法
見
直
し
と
は

償
却
資
産
の
内
容
は

神
﨑 

良
一 

議
員

質疑と答弁の動画は
こちらから！

その１ その2 その3 その4 その5

西
中 

純
一 

議
員

介
護
給
付
の
減
額
理
由
は

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

山
本 

稔 

議
員

介
護
給
付
費
積
立
金
の
総
額
は

西
中 

純
一 
議
員

温
泉
会
計
の
繰
越
明
許
費
は

ど
う
な
る

和
気
町
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

※1　繰越明許費

歳出予算の経費のうち、その性質上
または予算成立後の事由に基づき、
年度内にその支出を終わらない見
込みのあるものについて、予算に定
めるところにより、翌年度に繰り越
して使用する経費。

用語解説

主要事業について

■和気鵜飼谷温泉リニューアル事業
 6,182万円

■佐伯グラウンド改修事業
 8,906万円
老朽化や球場の機能不足部分を改善し、利用者の利便
性を高め町民のスポーツ振興を図る。

一 般 会 計

特 別 会 計

■帯状疱疹ワクチン接種費助成事業  
 388万円
帯状疱疹の発症及び重症化の予防を図るため、接種希
望者に対し費用の一部を助成する。

■益原多目的公園駐車場増設事業
 2,105万円
益原多目的公園の駐車場を増設し、イベント時などでの
駐車場不足の課題解消を図る。

・温泉脱衣場および下足ロッカー更新。
・２階レストラン・階段ホール空調機器更新。
・客室インフォーメーションサービス導入。
・客室テレビ更新。

令和 6年度

客室テレビの表示画面（イメージ）

和気ドーム
予定地
約4,000㎡

和気町議会だより 第72号 4
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係
で
、
そ
の
差

額
分
が
４
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
に
な
っ
た
。

　 

介
護
給
付
費
準
備
の
積
立
金
、
積
み
立
て

た
総
額
は
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
現
在
２
億
６
０
７
３
万
８
５
１
０
円
で
今
回

５
０
０
０
万
円
積
み
立
て
す
る
予
定
で
あ
る
。

　 

繰
越
明
許
費
※1

で
５
６
９
８
万
円
の
内

容
は
。

　 

大
竹 

支
配
人

　
内
容
は
源
泉
ポ
ン
プ
更
新
工
事
だ
。
ポ
ン

プ
イ
ン
バ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
現
在
の
と
こ
ろ
３

月
後
半
も
し
く
は
４
月
上
旬
に
は
納
品
可
能

か
と
い
う
状
況
で
あ
り
、６
月
の
工
事
を
計
画

し
て
い
る
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

西
中 

純
一 

議
員

コ
ロ
ナ
対
応
は
今
後
ど
う
な
る

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

広
瀬 

正
男 

議
員

文
化
財
改
修
補
助
金
の
減
額
は

山
田 

浩
子 

議
員

電
気
自
動
車
充
電
設
備
の

設
置
方
法
見
直
し
と
は

償
却
資
産
の
内
容
は

神
﨑 

良
一 

議
員

質疑と答弁の動画は
こちらから！

その１ その2 その3 その4 その5

西
中 

純
一 

議
員

介
護
給
付
の
減
額
理
由
は

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

山
本 

稔 

議
員

介
護
給
付
費
積
立
金
の
総
額
は

西
中 

純
一 

議
員

温
泉
会
計
の
繰
越
明
許
費
は

ど
う
な
る

和
気
町
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

※1　繰越明許費

歳出予算の経費のうち、その性質上
または予算成立後の事由に基づき、
年度内にその支出を終わらない見
込みのあるものについて、予算に定
めるところにより、翌年度に繰り越
して使用する経費。

用語解説

主要事業について

■和気鵜飼谷温泉リニューアル事業
 6,182万円

■佐伯グラウンド改修事業
 8,906万円
老朽化や球場の機能不足部分を改善し、利用者の利便
性を高め町民のスポーツ振興を図る。

一 般 会 計

特 別 会 計

■帯状疱疹ワクチン接種費助成事業  
 388万円
帯状疱疹の発症及び重症化の予防を図るため、接種希
望者に対し費用の一部を助成する。

■益原多目的公園駐車場増設事業
 2,105万円
益原多目的公園の駐車場を増設し、イベント時などでの
駐車場不足の課題解消を図る。

・温泉脱衣場および下足ロッカー更新。
・２階レストラン・階段ホール空調機器更新。
・客室インフォーメーションサービス導入。
・客室テレビ更新。

令和 6年度

客室テレビの表示画面（イメージ）

和気ドーム
予定地
約4,000㎡

和気町議会だより 第72号5



　 

宮
田
の
分
譲
地
の
収
支
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
現
在
１１
区
画
が
売
却
で
き
て
い
て
、残
り
７
区

画
が
全
部
が
売
れ
た
と
し
て
、
歳
出
の
解
体
費
、

工
事
費
等
を
含
め
、約
２
１
０
０
万
円
の
黒
字
と

な
る
。

　 

本
荘
小
学
校
で
和
気
小
学
校
の
給
食
を
作

る
に
あ
た
っ
て
、
町
の
調
理
員
等
の
配
置
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

徳
永 

教
育
長

　
本
荘
給
食
調
理
場
が
共
同
調
理
場
と
な
る
こ

と
か
ら
、来
年
度
に
向
け
て
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
、人
員
配
置
し
て
い
く
。

　 

標
準
保
険
料
５
９
０
０
円
は
変
わ
ら
ず
大

幅
な
値
上
げ
に
な
ら
な
い
が
第
9
段
階
か
ら

第
１３
段
階
へ
の
多
段
化
の
影
響
は
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
９
段
階
か
ら
１３
段
階
に
な
る
。影
響
者
は
１
・

５
４
％
で
被
保
険
者
５
5
２
１
名
の
内
82
名
の

方
が
影
響
を
受
け
る
。今
回
の
改
正
は
、低
所
得

者
の
保
険
料
上
昇
を
抑
制
す
る
目
的
で
多
段

階
化
す
る
も
の
だ
。

　 

今
ま
で
手
話
言
語
の
対
応
を
ど
の
よ
う
な

形
で
実
施
し
て
い
た
か
。
制
定
後
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
必
要
に
応
じ
て
岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
か
ら
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を
受
け
て
い
る
。

制
定
後
は
さ
ら
に
窓
口
で
の
手
話
の
対
応
を
可

能
に
す
る
た
め
の
職
員
研
修
の
予
算
計
上
や
、

広
報
誌
等
で
も
手
話
言
語
の
普
及
に
努
め
て
い

き
た
い
。

保
険
料
が
上
が
る
人
は
い
な
い
の
か

西
中 

純
一 

議
員

和
気
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

我
澤 
隆
司 
議
員

現
状
の
対
応
と
今
後
の
計
画
は

手
話
言
語
条
例
の
制
定

　 

買
い
物
支
援
事
業
費
の
委
託
料
２
６
４
万

円
の
内
容
は
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
買
物
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
高
齢
者
等
の
日

常
生
活
を
支
え
る
た
め
、
対
象
者
に
宅
配
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
配
達
料
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
。

　 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
、
子
育

て
短
期
支
援
事
業
は
令
和
７
年
度
実
施
予
定

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
第
２
期
和
気
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
が
令
和
６
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
現

行
計
画
の
見
直
し
や
、
就
学
前
児
童
及
び
就
学

後
児
童
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。今
後
必
要
と
さ
れ
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
の
算
定
な
ら
び
に
会
議
支
援
、

計
画
書
の
策
定
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
町
と
し
て
も
進
め

て
い
き
た
い
が
、
ま
ず
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、

支
援
し
て
も
ら
え
る
方
を
見
つ
け
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
、開
設
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　 

予
算
が
約
５
億
円
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
。

和
気
閑
谷
高
校
存
続
の
た
め
町
と
し
て
尽
力

す
る
事
業
で
あ
る
が
、非
常
に
重
荷
に
も
な
る
。

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
岡
山
県
と
十
分
協
議

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

太
田 

町
長

　
地
域
の
衰
退
を
避
け
る
た
め
に
も
和
気
閑
谷

高
校
は
必
要
な
学
校
だ
。高
校
と
連
携
を
取
り
、

岡
山
県
に
も
町
の
要
望
を
つ
な
い
で
い
く
。

　 

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
車
場
拡
張
の
工
事

は
で
き
な
い
の
か

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
主
に
は
球
場
の
機
能
部
分
及
び
そ
の
周
辺
の

付
帯
設
備
を
整
備
す
る
も
の
で
、
駐
車
場
は
今

回
含
ま
れ
な
い
。

　 

太
田 

町
長

　
今
後
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
駐
車
場
の
拡
張

も
含
め
検
討
し
た
い
。

　 

多
子
世
帯
給
食
費
補
助
金
で
１
３
４
１
万

円
、
第
２
子
半
額
で
、
第
３
子
無
料
と
い
う
学

校
給
食
の
補
助
金
だ
ろ
う
と
思
う
が
こ
の
補

助
金
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
第
２
子
半
額
、第
３
子
無
料
の
制
度
だ
が
、今

後
に
つ
い
て
は
国
の
動
向
や
周
辺
市
町
の
動
向

を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　 

図
面
な
ど
が
示
さ
れ
て
な
い
の
で
、
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
監
も
辞
任

し
た
。
一
度
、
建
設
し
て
し
ま
う
と
維
持
費
が

伴
う
が
、こ
の
ま
ま
建
設
し
て
よ
い
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
最
終
的
に
設
計
の
数
量
等
を
ま
と
め
て
い
る

状
況
だ
。
遠
方
か
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
、

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
確
保
の
た
め
に
、取
り
急
ぐ
の

が
最
良
だ
と
判
断
し
た
。本
館
、別
館
で
、ト
ー
タ

ル
の
定
員
数
は
40
名
、
１
室
２
名
で
20
室
程
度

を
整
備
す
る
設
計
だ
。

　 

和
気
町
の
基
金（
預
金
の
総
額
）は
い
く
ら

あ
る
か
。保
有
形
態
は
。起
債
（
借
金
の
総
額
）

い
く
ら
あ
る
か
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
最
新
の
令
和
4
年
度
決
算
で
は
、
預
金
と
も

い
え
る
基
金
は
47
億
７
７
９
０
万
円
。国
債
の
10

億
円
以
外
は
、
普
通
預
金
と
定
期
で
運
用
し
て

い
る
。ま
ち
づ
く
り
基
金
も
、
国
債
や
定
期
預
金

で
運
用
。借
金
と
も
い
え
る
地
方
債
残
高
は
１
５

０
億
１
２
０
０
万
円
。

　 

協
力
隊
活
動
用
備
品
購
入
費
１
３
１
万
８

０
０
０
円
は
、何
を
購
入
す
る
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
こ
の
備
品
購
入
費
は
、
新
し
く
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
配
置
に
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

通
信
機
材
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
新
た
に
購
入

す
る
た
め
の
も
の
だ
。

　 

情
報
シ
ス
テ
ム
タ
ブ
レ
ッ
ト
助
成
で
は
、身

体
障
害
者
１
・
２
級
の
み
、
今
回
の
タ
ク
シ
ー

助
成
で
は
、身
体
障
害
者
手
帳
及
び
精
神
福
祉

手
帳
１
・
２
級
所
持
者
並
び
に
療
育
手
帳
Ａ
の

所
持
者
と
な
っ
て
い
る
。

福
祉
対
策
は
、
統
一
的
な
対
応
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　 

太
田 

町
長

　
そ
れ
ぞ
れ
事
業
で
対
応
の
違
い
も
あ
る
が
、事

業
内
容
に
よ
る

違
い
を
考
慮
し

た
結
果
だ
。

障
が
い
者
に
対

す
る
福
祉
施
策

に
つ
い
て
は
、
今

後
統
一
に
向
け

検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
等

条
例
の
一
部
改
正

居
樹 

豊 

議
員

条
例
改
正
に
伴
う
人
員
配
置
は

令
和
５
年
度
地
域
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

居
樹 

豊 

議
員

宮
田
分
譲
地
の
収
支
は

条例制定は初めの一歩。今後の取り組みが重要である。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

居
樹 

豊 

議
員

日
常
生
活
用
品
買
い
物
支
援
事
業
と
は

山
田 

浩
子 

議
員

子
育
て
に
関
す
る
委
託
料
の
内
容
は

山
本 

稔 

議
員

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
内
容
は

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
内
容
は

從
野 

勝 

議
員

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は西

中 

純
一 

議
員

学
校
給
食
の
無
償
化
は

ど
う
な
る
の
か

我
澤 

隆
司 

議
員

和
気
町
の
財
政
状
況
を
わ
か
り

や
す
く

山
野 

英
里 

議
員

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は

計
画
通
り
建
設
か

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は

計
画
通
り
建
設
か

広
瀬 

正
男 

議
員

協
力
隊
活
動
用
備
品
購
入
費
は

山
本 

泰
正 

議
員

障
が
い
者
福
祉
助
成
対
策
は
統

一
で
き
な
い
か

障
が
い
者
福
祉
助
成
対
策
は
統

一
で
き
な
い
か
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宮
田
の
分
譲
地
の
収
支
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
現
在
１１
区
画
が
売
却
で
き
て
い
て
、残
り
７
区

画
が
全
部
が
売
れ
た
と
し
て
、
歳
出
の
解
体
費
、

工
事
費
等
を
含
め
、約
２
１
０
０
万
円
の
黒
字
と

な
る
。

　 

本
荘
小
学
校
で
和
気
小
学
校
の
給
食
を
作

る
に
あ
た
っ
て
、
町
の
調
理
員
等
の
配
置
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

徳
永 

教
育
長

　
本
荘
給
食
調
理
場
が
共
同
調
理
場
と
な
る
こ

と
か
ら
、来
年
度
に
向
け
て
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
、人
員
配
置
し
て
い
く
。

　 

標
準
保
険
料
５
９
０
０
円
は
変
わ
ら
ず
大

幅
な
値
上
げ
に
な
ら
な
い
が
第
9
段
階
か
ら

第
１３
段
階
へ
の
多
段
化
の
影
響
は
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
９
段
階
か
ら
１３
段
階
に
な
る
。影
響
者
は
１
・

５
４
％
で
被
保
険
者
５
5
２
１
名
の
内
82
名
の

方
が
影
響
を
受
け
る
。今
回
の
改
正
は
、低
所
得

者
の
保
険
料
上
昇
を
抑
制
す
る
目
的
で
多
段

階
化
す
る
も
の
だ
。

　 

今
ま
で
手
話
言
語
の
対
応
を
ど
の
よ
う
な

形
で
実
施
し
て
い
た
か
。
制
定
後
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
必
要
に
応
じ
て
岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
か
ら
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を
受
け
て
い
る
。

制
定
後
は
さ
ら
に
窓
口
で
の
手
話
の
対
応
を
可

能
に
す
る
た
め
の
職
員
研
修
の
予
算
計
上
や
、

広
報
誌
等
で
も
手
話
言
語
の
普
及
に
努
め
て
い

き
た
い
。

保
険
料
が
上
が
る
人
は
い
な
い
の
か

西
中 

純
一 

議
員

和
気
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

我
澤 

隆
司 

議
員

現
状
の
対
応
と
今
後
の
計
画
は

手
話
言
語
条
例
の
制
定

　 

買
い
物
支
援
事
業
費
の
委
託
料
２
６
４
万

円
の
内
容
は
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
買
物
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
高
齢
者
等
の
日

常
生
活
を
支
え
る
た
め
、
対
象
者
に
宅
配
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
配
達
料
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
。

　 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
、
子
育

て
短
期
支
援
事
業
は
令
和
７
年
度
実
施
予
定

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
第
２
期
和
気
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
が
令
和
６
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
現

行
計
画
の
見
直
し
や
、
就
学
前
児
童
及
び
就
学

後
児
童
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。今
後
必
要
と
さ
れ
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
の
算
定
な
ら
び
に
会
議
支
援
、

計
画
書
の
策
定
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
町
と
し
て
も
進
め

て
い
き
た
い
が
、
ま
ず
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、

支
援
し
て
も
ら
え
る
方
を
見
つ
け
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
、開
設
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　 

予
算
が
約
５
億
円
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
。

和
気
閑
谷
高
校
存
続
の
た
め
町
と
し
て
尽
力

す
る
事
業
で
あ
る
が
、非
常
に
重
荷
に
も
な
る
。

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
岡
山
県
と
十
分
協
議

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

太
田 

町
長

　
地
域
の
衰
退
を
避
け
る
た
め
に
も
和
気
閑
谷

高
校
は
必
要
な
学
校
だ
。高
校
と
連
携
を
取
り
、

岡
山
県
に
も
町
の
要
望
を
つ
な
い
で
い
く
。

　 

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
車
場
拡
張
の
工
事

は
で
き
な
い
の
か

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
主
に
は
球
場
の
機
能
部
分
及
び
そ
の
周
辺
の

付
帯
設
備
を
整
備
す
る
も
の
で
、
駐
車
場
は
今

回
含
ま
れ
な
い
。

　 

太
田 

町
長

　
今
後
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
駐
車
場
の
拡
張

も
含
め
検
討
し
た
い
。

　 

多
子
世
帯
給
食
費
補
助
金
で
１
３
４
１
万

円
、
第
２
子
半
額
で
、
第
３
子
無
料
と
い
う
学

校
給
食
の
補
助
金
だ
ろ
う
と
思
う
が
こ
の
補

助
金
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
第
２
子
半
額
、第
３
子
無
料
の
制
度
だ
が
、今

後
に
つ
い
て
は
国
の
動
向
や
周
辺
市
町
の
動
向

を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　 

図
面
な
ど
が
示
さ
れ
て
な
い
の
で
、
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
監
も
辞
任

し
た
。
一
度
、
建
設
し
て
し
ま
う
と
維
持
費
が

伴
う
が
、こ
の
ま
ま
建
設
し
て
よ
い
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
最
終
的
に
設
計
の
数
量
等
を
ま
と
め
て
い
る

状
況
だ
。
遠
方
か
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
、

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
確
保
の
た
め
に
、取
り
急
ぐ
の

が
最
良
だ
と
判
断
し
た
。本
館
、別
館
で
、ト
ー
タ

ル
の
定
員
数
は
40
名
、
１
室
２
名
で
20
室
程
度

を
整
備
す
る
設
計
だ
。

　 

和
気
町
の
基
金（
預
金
の
総
額
）は
い
く
ら

あ
る
か
。保
有
形
態
は
。起
債
（
借
金
の
総
額
）

い
く
ら
あ
る
か
。

　 
海
野 

財
政
課
長

　
最
新
の
令
和
4
年
度
決
算
で
は
、
預
金
と
も

い
え
る
基
金
は
47
億
７
７
９
０
万
円
。国
債
の
10

億
円
以
外
は
、
普
通
預
金
と
定
期
で
運
用
し
て

い
る
。ま
ち
づ
く
り
基
金
も
、
国
債
や
定
期
預
金

で
運
用
。借
金
と
も
い
え
る
地
方
債
残
高
は
１
５

０
億
１
２
０
０
万
円
。

　 

協
力
隊
活
動
用
備
品
購
入
費
１
３
１
万
８

０
０
０
円
は
、何
を
購
入
す
る
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
こ
の
備
品
購
入
費
は
、
新
し
く
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
配
置
に
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

通
信
機
材
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
新
た
に
購
入

す
る
た
め
の
も
の
だ
。

　 

情
報
シ
ス
テ
ム
タ
ブ
レ
ッ
ト
助
成
で
は
、身

体
障
害
者
１
・
２
級
の
み
、
今
回
の
タ
ク
シ
ー

助
成
で
は
、身
体
障
害
者
手
帳
及
び
精
神
福
祉

手
帳
１
・
２
級
所
持
者
並
び
に
療
育
手
帳
Ａ
の

所
持
者
と
な
っ
て
い
る
。

福
祉
対
策
は
、
統
一
的
な
対
応
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　 

太
田 

町
長

　
そ
れ
ぞ
れ
事
業
で
対
応
の
違
い
も
あ
る
が
、事

業
内
容
に
よ
る

違
い
を
考
慮
し

た
結
果
だ
。

障
が
い
者
に
対

す
る
福
祉
施
策

に
つ
い
て
は
、
今

後
統
一
に
向
け

検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
等

条
例
の
一
部
改
正

居
樹 

豊 

議
員

条
例
改
正
に
伴
う
人
員
配
置
は

令
和
５
年
度
地
域
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

居
樹 

豊 

議
員

宮
田
分
譲
地
の
収
支
は

条例制定は初めの一歩。今後の取り組みが重要である。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

居
樹 

豊 

議
員

日
常
生
活
用
品
買
い
物
支
援
事
業
と
は

山
田 

浩
子 

議
員

子
育
て
に
関
す
る
委
託
料
の
内
容
は

山
本 

稔 

議
員

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
内
容
は

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
内
容
は

從
野 

勝 

議
員

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は西

中 

純
一 

議
員

学
校
給
食
の
無
償
化
は

ど
う
な
る
の
か

我
澤 

隆
司 

議
員

和
気
町
の
財
政
状
況
を
わ
か
り

や
す
く

山
野 

英
里 

議
員

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は

計
画
通
り
建
設
か

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は

計
画
通
り
建
設
か

広
瀬 

正
男 

議
員

協
力
隊
活
動
用
備
品
購
入
費
は

山
本 

泰
正 

議
員

障
が
い
者
福
祉
助
成
対
策
は
統

一
で
き
な
い
か

障
が
い
者
福
祉
助
成
対
策
は
統

一
で
き
な
い
か
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特
定
健
診
の
委
託
料
の
受
診

目
標
は

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
令
和
４
年
度
ま
で
し
か
結
果
が

出
て
な
い
が
４１
・
８
％
で
、
県
下
４

位
だ
っ
た
の
で
、
５
年
度
並
み
で

４２
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

　 

令
和
５
年
度
と
同
じ
く
７９
万

２
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
。
曽

根
と
農
協
前
駐
車
場
の
定
期
駐
車

場
の
利
用
状
況
は
。

　 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
駅
前
駐
車
場
は
昨
年
と
変
わ
ら

な
い
22
台
分
が
定
期
枠
。募
集
枠
が

読
め
な
い
の
で
、
例
年
と
同
数
に
し

た
。令
和
７
年
度
か
ら
定
期
枠
は
募

集
し
な
い
。

Ｊ
Ａ
の
駐
車
場
は
現
時
点
で
19
枠

の
う
ち
３
枠
を
契
約
、曽
根
の
駐
車

場
は
61
枠
の
う
ち
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関

係
が
32
枠
を
契
約
し
て
い
る
。

　 
全
１８
区
画
の
う
ち
売
れ
残
っ

た
７
区
画
を
令
和
６
年
度
で
売
り

切
る
予
算
設
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

売
れ
残
っ
た
説
明
と
売
り
切
る
根

拠
は
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
道
路
に
面
し
た
北
側
と
公
園
の

周
り
が
売
れ
残
っ
た
。住
宅
情
報
サ

イ
ト
で
の
情
報
発
信
と
職
員
も
営

業
活
動
に
よ
り
売
り
込
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　 

簡
易
水
道
事
業
会
計
の
収
支

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
料
金

改
定
な
ど
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　 

田
村 

産
業
建
設
部
長

　
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
配
水
池

や
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
施
設
が
周
辺

部
に
多
く
、
か
な
り
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
、
給
水
収
益
を
上

げ
る
た
め
、
移
住
促
進
な
ど
に
よ
り

給
水
人
口
の
増
加
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　 

佐
伯
地
区
に
は
身
近
な
飲
食

施
設
が
な
い
。
観
光
施
設
と
し
て

捉
え
る
の
か
、
地
域
の
方
が
交
流

で
き
る
場
と
し
て
、
今
後
発
展
的

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　 
井
上 

総
務
事
業
課
長

　
単
な
る
食
事
の
場
所
で
は
な
く

観
光
面
等
を
含
め
て
、さ
ら
に
佐
伯

地
区
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
な

場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

委
員
長
報
告

和
気
町
議
会
に
は
、２
つ
の
常
任
委
員
会
と
１
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、特
に
詳
し
く
審
議
し
ま
す
。

　 

定
住
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　 

定
住
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
を
や

め
て
、令
和
6
年
度
に
移
住
推
進
員
を
1
名

増
員
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。こ
れ
に

よ
り
定
住
支
援
を
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。

　 

佐
伯
中
学
校
の
施
設
改
修
工
事
費
に
つ

い
て
、
将
来
的
に
佐
伯
小
学
校
も
改
修
の

予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
小
・
中
合
併
や

義
務
教
育
学
校
と
い
っ
た
展
望
も
あ
る
中

で
、
そ
の
方
向
性
を
決
め
て
い
か
な
け
れ

ば
佐
伯
小
学
校
の
改
修
費
用
が
無
駄
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
佐
伯
中
学
校
の
改
修

の
中
で
、
合
併
の
可
能
性
と
か
も
踏
ま
え

た
上
で
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
佐

伯
小
学
校
の
改
修
工
事
も
含
め
た
計
画
を

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
佐
伯
地
域
の
学

校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。佐
伯
小
学

校
の
改
修
は
令
和
１２
年
度
か
ら
予
定
し
て
い

る
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
関
係
で
、
令
和

7
年
度
中
に
は
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

令
和
６
年
度
か
ら
地
域
の
方
や
子
ど
も
た

ち
、保
護
者
の
方
の
意
見
を
聞
く
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　 

地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
の
約
5
億

円
の
予
算
に
つ
い
て
、
こ
の
施
設
の
利
用

方
法
を
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

　 

高
校
生
が
利
用
す
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
あ
る
。ま
た
、
高
校
版
公
営
塾
を
行
う

な
ど
、
地
域
と
の
交
流
の
場
と
い
う
ス
ペ
ー
ス

な
ど
も
設
け
て
い
き
た
い
。

　 

新
た
な
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
の
状
況

に
つ
い
て
、７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
機
器
の

申
し
込
み
状
況
、
75
歳
以
上
の
同
居
世
帯

や
身
体
障
害
者
等
の
申
込
み
の
状
況
に
つ

い
て
、
予
算
内
で
十
分
行
え
る
見
込
み
な

の
か
。

　 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
申
請
に
つ
い
て
、
当
初
は

1
0
0
0
台
を
予
定
し
、
追
加
補
正
で
も
う

1
0
0
0
台
を
確
保
し
て
い
る
。現
在
、
６
３

２
件
の
申
請
が
で
て
い
る
。内
訳
は
７５
歳
以

上
の
み
の
世
帯
が
4
8
4
件
で
、
75
歳
を
含

む
世
帯
が
1
2
5
件
、75
歳
未
満
が
23
件
の

合
計
6
3
2
件
で
あ
る
。ま
た
、公
共

施
設
等
に
も
2
0
0
台
程
度
確
保

し
て
い
る
。1
0
0
0
台
を
超
え
る

か
超
え
な
い
か
ぐ
ら
い
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
３
月
中
に
各
地
区
の
説
明
会

が
終
わ
っ
た
段
階
で
精
査
す
る
。

1
0
0
0
台
の
予
算
に
収
ま
る
の
か
、

新
年
度
に
入
っ
て
追
加
の
申
請
等
も

予
想
さ
れ
る
の
で
、
台
数
に
つ
い
て
は

精
査
し
て
い
き
た
い
。

　 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
５
８

０
０
万
円
に
つ
い
て
、
和
気
町
の
返

礼
品
と
し
て
何
が
一
番
喜
ば
れ
て
い

る
の
か
。今
後
ふ
る
さ
と
納
税
を
お

願
い
す
る
に
あ
た
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
く
れ
る
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
ど
ん
な
返
礼
品
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　 

和
気
町
で
従
来
か
ら
人
気
が
あ

る
の
は
備
前
牛
で
、
毎
年
安
定
し
て

い
る
。納
税
額
は
約
７
０
０
０
万
円
出

た
年
も
あ
る
。ブ
ド
ウ
が
年
々
少
し
ず

つ
増
え
て
約
６
０
０
０
万
円
、今
年
度

特
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
の
が
米
で

約
７
０
０
０
万
円
。今
後
は
町
内
で

も
特
産
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
た
め
の
新
し
い
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
情
報
を
上
げ
て
、返
礼

品
の
露
出
を
い
か
に
増
や
し
て
い
け
る

か
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
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６
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度
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後
の
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議
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公
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指
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の
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議
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田
分
譲
宅
地
の
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計
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前
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場
の
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期
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特
定
健
診
の
委
託
料
の
受
診

目
標
は

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
令
和
４
年
度
ま
で
し
か
結
果
が

出
て
な
い
が
４１
・
８
％
で
、
県
下
４

位
だ
っ
た
の
で
、
５
年
度
並
み
で

４２
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

　 

令
和
５
年
度
と
同
じ
く
７９
万

２
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
。
曽

根
と
農
協
前
駐
車
場
の
定
期
駐
車

場
の
利
用
状
況
は
。

　 

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
駅
前
駐
車
場
は
昨
年
と
変
わ
ら

な
い
22
台
分
が
定
期
枠
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集
枠
が

読
め
な
い
の
で
、
例
年
と
同
数
に
し

た
。令
和
７
年
度
か
ら
定
期
枠
は
募

集
し
な
い
。

Ｊ
Ａ
の
駐
車
場
は
現
時
点
で
19
枠

の
う
ち
３
枠
を
契
約
、曽
根
の
駐
車

場
は
61
枠
の
う
ち
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関

係
が
32
枠
を
契
約
し
て
い
る
。

　 

全
１８
区
画
の
う
ち
売
れ
残
っ

た
７
区
画
を
令
和
６
年
度
で
売
り

切
る
予
算
設
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

売
れ
残
っ
た
説
明
と
売
り
切
る
根

拠
は
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
道
路
に
面
し
た
北
側
と
公
園
の

周
り
が
売
れ
残
っ
た
。住
宅
情
報
サ

イ
ト
で
の
情
報
発
信
と
職
員
も
営

業
活
動
に
よ
り
売
り
込
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　 

簡
易
水
道
事
業
会
計
の
収
支

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
料
金

改
定
な
ど
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　 

田
村 

産
業
建
設
部
長

　
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
配
水
池

や
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
施
設
が
周
辺

部
に
多
く
、
か
な
り
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
、
給
水
収
益
を
上

げ
る
た
め
、
移
住
促
進
な
ど
に
よ
り

給
水
人
口
の
増
加
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　 

佐
伯
地
区
に
は
身
近
な
飲
食

施
設
が
な
い
。
観
光
施
設
と
し
て

捉
え
る
の
か
、
地
域
の
方
が
交
流

で
き
る
場
と
し
て
、
今
後
発
展
的

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　 

井
上 

総
務
事
業
課
長

　
単
な
る
食
事
の
場
所
で
は
な
く

観
光
面
等
を
含
め
て
、さ
ら
に
佐
伯

地
区
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
な

場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

委
員
長
報
告

和
気
町
議
会
に
は
、２
つ
の
常
任
委
員
会
と
１
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、特
に
詳
し
く
審
議
し
ま
す
。

　 

定
住
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　 

定
住
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
を
や

め
て
、令
和
6
年
度
に
移
住
推
進
員
を
1
名

増
員
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。こ
れ
に

よ
り
定
住
支
援
を
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。

　 

佐
伯
中
学
校
の
施
設
改
修
工
事
費
に
つ

い
て
、
将
来
的
に
佐
伯
小
学
校
も
改
修
の

予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
小
・
中
合
併
や

義
務
教
育
学
校
と
い
っ
た
展
望
も
あ
る
中

で
、
そ
の
方
向
性
を
決
め
て
い
か
な
け
れ

ば
佐
伯
小
学
校
の
改
修
費
用
が
無
駄
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
佐
伯
中
学
校
の
改
修

の
中
で
、
合
併
の
可
能
性
と
か
も
踏
ま
え

た
上
で
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
佐

伯
小
学
校
の
改
修
工
事
も
含
め
た
計
画
を

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
佐
伯
地
域
の
学

校
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。佐
伯
小
学

校
の
改
修
は
令
和
１２
年
度
か
ら
予
定
し
て
い

る
が
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
関
係
で
、
令
和

7
年
度
中
に
は
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

令
和
６
年
度
か
ら
地
域
の
方
や
子
ど
も
た

ち
、保
護
者
の
方
の
意
見
を
聞
く
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　 
地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
の
約
5
億

円
の
予
算
に
つ
い
て
、
こ
の
施
設
の
利
用

方
法
を
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

　 

高
校
生
が
利
用
す
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
あ
る
。ま
た
、
高
校
版
公
営
塾
を
行
う

な
ど
、
地
域
と
の
交
流
の
場
と
い
う
ス
ペ
ー
ス

な
ど
も
設
け
て
い
き
た
い
。

　 

新
た
な
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
の
状
況

に
つ
い
て
、７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
機
器
の

申
し
込
み
状
況
、
75
歳
以
上
の
同
居
世
帯

や
身
体
障
害
者
等
の
申
込
み
の
状
況
に
つ

い
て
、
予
算
内
で
十
分
行
え
る
見
込
み
な

の
か
。

　 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
申
請
に
つ
い
て
、
当
初
は

1
0
0
0
台
を
予
定
し
、
追
加
補
正
で
も
う

1
0
0
0
台
を
確
保
し
て
い
る
。現
在
、
６
３

２
件
の
申
請
が
で
て
い
る
。内
訳
は
７５
歳
以

上
の
み
の
世
帯
が
4
8
4
件
で
、
75
歳
を
含

む
世
帯
が
1
2
5
件
、75
歳
未
満
が
23
件
の

合
計
6
3
2
件
で
あ
る
。ま
た
、公
共

施
設
等
に
も
2
0
0
台
程
度
確
保

し
て
い
る
。1
0
0
0
台
を
超
え
る

か
超
え
な
い
か
ぐ
ら
い
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
３
月
中
に
各
地
区
の
説
明
会

が
終
わ
っ
た
段
階
で
精
査
す
る
。

1
0
0
0
台
の
予
算
に
収
ま
る
の
か
、

新
年
度
に
入
っ
て
追
加
の
申
請
等
も

予
想
さ
れ
る
の
で
、
台
数
に
つ
い
て
は

精
査
し
て
い
き
た
い
。

　 

ふ
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と
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０
０
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後
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を
お

願
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に
あ
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り
、
ふ
る
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と
納
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を
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く
れ
る
人
の
ニ
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ズ
に

合
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せ
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ど
ん
な
返
礼
品
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　 

和
気
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で
従
来
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人
気
が
あ
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の
は
備
前
牛
で
、
毎
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安
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い
る
。納
税
額
は
約
７
０
０
０
万
円
出

た
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も
あ
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が
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少
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大
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る
の
が
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で
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後
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町
内
で

も
特
産
品
を
作
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い
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た
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た
、
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と
納
税
の
た
め
の
新
し
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ポ
ー

タ
ル
サ
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ト
に
情
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を
上
げ
て
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礼
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の
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を
い
か
に
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け
る
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検
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
入
る
の
か
。

　 

条
件
は
居
住
し
て
い
る
家
屋
で
、工
事
費

が
税
抜
き
の
10
％
、上
限
20
万
円
ま
で
あ
る
。

た
だ
し
工
事
費
30
万
円
以
上
が
対
象
で
あ

る
。ま
た
、介
護
等
に
係
る
改
修
に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
の
事
業
を
選
定
す
る
と
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
を
判
断
し
て
実
施
し
て
い
る
。な

お
、申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、大
半
の
方
が
業

者
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　 

産
後
マ
マ
安
心
事
業
に
つ
い
て
、
予
算

が
9
万
1
0
0
0
円
か
ら
82
万
8
0
0
0

円
に
な
っ
て
い
る
が
、内
容
が
ど
の
よ
う
に

良
く
な
っ
た
の
か
。

　 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
変
更
は
な
い
が
、
宿

泊
型
は
1
万
円
程
度
、日
帰
り
が
5
0
0
0

円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

要
綱
を
改
正
し
て
2
万
円
ま
で
町
が
負
担

す
る
こ
と
と
し
た
。施
設
に
よ
る
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
は
、宿
泊
型
、通
所
型
、訪
問
型
で
、

利
用
し
て
も
自
己
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

町
の
補
助
を
引
き
上
げ
た
。そ
の
た
め
、
令

和
6
年
度
当
初
予
算
で
費
用
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

　 

佐
伯
処
理
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
修
繕

事
業
に
つ
い
て
、マ
ン
ホ
ー
ル
の
場
所
が
１２

か
所
で
2
4
9
7
万
円
。和
気
地
域
も
行

う
と
大
変
な
額
に
な
る
の
で
は
。

　 

今
回
佐
伯
地
域
を
行
う
が
、
ポ
ン
プ
の

仕
組
み
が
和
気
地
域
と
佐
伯
地
域
が
か
な

り
違
っ
て
い
る
。佐
伯
地
域
の
ポ
ン
プ
は
か
な

り
高
性
能
な
も
の
を
使
っ
て
い
る
。そ
れ
を

買
い
換
え
る
と
多
額
の
経
費
に
な
る
の
で
、

今
回
は
修
理
し
て
寿
命
を
伸
ば
す
方
法
だ
。

逆
に
和
気
地
域
の
ポ
ン
プ
は
そ
こ
ま
で
高

性
能
な
も
の
で
な
い
の
で
、
起
債
を
借
り
て

更
新
し
て
い
く
方
法
が
有
利
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

　 

令
和
5
年
度
の
決
算
見
込
で
事
業
収

入
2
億
4
2
2
6
万
3
０
０
０
円
が
基
礎

数
字
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、令
和

６
年
度
予
算
が
3
億
7
8
2
万
9
0
0
0

円
で
、
前
年
度
対
比
で
1
2
7
％
程
度
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
積
算
に
つ
い
て
、
６
月

に
は
工
事
が
予
定
さ
れ
、
約
１５
日
営
業
日

数
が
少
な
く
な
る
。そ
れ
を
計
算
す
る
と
、

前
年
度
比
が
1
3
2
・
6
％
に
な
る
が
、

こ
の
根
拠
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
っ
て
、

宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
令
和
６
年
度
は
施
設
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

に
よ
る
企
画
を
打
ち
出
し
て
、
団
体
の
利
用

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。昨
年
度
の
当
初
と

比
較
す
る
と
大
幅
に
上
げ
て
は
い
な
い
が
、コ

ロ
ナ
後
の
宴
会
の
復
活
を
見
込
ん
で
予
算

計
上
し
て
い
る
。

　 

来
年
度
に
向
け
て
収
益
増
加
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、
光
熱
水
費
へ

の
対
策
は
。

　 

健
康
増
進
施
策
と
コ
ラ
ボ
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
の
弁
当
や
温
泉
プ
ラ
ン
、

若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
同
窓
会
プ
ラ
ン
や
、

学
生
を
対
象
に
し
た
合
宿
プ
ラ
ン
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
対
策
で
の
昇
温
装
置
や
、
薬
剤
で

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　 

売
店
で
の
売
り
上
げ
を
低
く
見
積
も
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
岡
山
県
や
和
気
町
の

土
産
を
し
っ
か
り
販
売
す
る
な
ど
売
り
上

げ
を
上
げ
る
方
策
は
な
い
の
か
。

　 

売
店
で
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
、
仕
入
れ

価
格
の
高
騰
に
よ
り
順
次
値
上
げ
し
て
い
く

た
め
低
く
見
積
も
っ
た
が
、
温
泉
の
名
物
を

現
在
開
発
中
で
、令
和
６
年
度
中
に
完
成
さ

せ
て
販
売
し
て
い
き
た
い
。

　 

改
善
計
画
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
と

毎
年
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、こ
れ
か

ら
い
つ
ま
で
町
か
ら
繰
り
出
し
て
や
っ
て

い
く
の
か
。け
じ
め
を
つ
け
て
、目
標
を

も
っ
て
新
し
い
や
り
方
を
打
ち
出
さ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
。

　 

来
年
度
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
主
に
施

設
改
修
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。収
支
に

つ
い
て
は
、
一
生
懸
命
頑
張
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
理
解
願
い
た
い
。

　 
薬
草
園
管
理
棟
の
位
置
づ
け
と
予
算

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

薬
草
園
管
理
棟
に
つ
い
て
は
羊
か
ん
の
製

造
で
利
用
し
て
い
て
、
そ
れ
に
関
す
る
光
熱

水
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　 

今
回
多
額
の
経
費
を
か
け
て
設
備
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
が
、
和
気
鵜
飼
谷
温

泉
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。休
館
後
に
新
し
い
プ
ラ
ン
を
打
ち

出
せ
る
よ
う
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

魅
力
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
も
で
き

る
の
か
。

　 

こ
れ
ま
で
更
新
で
き
て
い
な
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く
。ま
た
、
客

室
の
テ
レ
ビ
画
面
で
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
も
考
え
て
い
る
。同
窓
会
プ
ラ
ン
や

益
原
多
目
的
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
藤
ま
つ
り
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
も
や
っ
て
い
き
た
い
。

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
委
員
会

令
和
6
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
６
年
度
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
予
算

令
和
６
年
度

下
水
道
事
業
会
計
予
算

　 

電
気
自
動
車
充
電
設
備
設
置
工
事
費

3
0
0
0
万
円
の
減
額
内
容
は
。

　 

当
初
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
設
置

を
予
定
し
て
い
た
。そ
の
後
、
設
置
条
件
が

良
い
民
間
事
業
者
を
活
用
す
る
方
法
で
検

討
を
進
め
た
。そ
の
内
容
は
、
和
気
町
は
電

気
自
動
車
の
充
電
器
設
備
の
場
所
を
提
供

す
る
だ
け
で
、
工
事
費
用
に
係
る
一
切
の
費

用
に
つ
い
て
は
民
間
事
業
者
が
負
担
し
て
、

E
V
充
電
器
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　 

宮
田
分
譲
宅
地
に
伴
う
長
期
債
元
金

繰
上
償
還
金
に
つ
い
て
、一
般
会
計
繰
出
金

を
含
め
て
こ
の
返
還
の
残
金
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
残
り
７
区
画
の
収
入
見
込
み
は
い

く
ら
な
の
か
。

　 

償
還
に
つ
い
て
、
前
回
は
令
和
5
年
3
月

に一
部
入
金
に
な
っ
た
額
で
行
っ
た
。今
回
は
、

今
年
度
入
金
に
な
っ
た
額
で
残
り
全
て
の
額

を
償
還
す
る
も
の
で
、
２
か
年
で
起
債
相
当

分
の
繰
上
償
還
が
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

残
り
７
区
画
は
5
1
1
9
万
5
0
0
0
円

で
、当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
額
で
あ
る
。

　 

藤
公
園
の
使
用
料
2
1
5
0
万
円
に

つ
い
て
、
入
園
料
も
改
定
さ
れ
令
和
5
年

度
の
歳
入
か
ら
1
1
1
4
万
3
0
0
0
円

増
の
、
約
2
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

見
合
う
藤
ま
つ
り
に
関
す
る
歳
出
は
全
体

で
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。入
園
料
の

改
定
に
よ
り
歳
出
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。令
和
5
年
度
の
当
初
予
算
の
歳
出
が

い
く
ら
計
上
さ
れ
て
い
て
令
和
6
年
度
と

比
較
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、
令

和
5
年
度
の
決
算
実
績
で
ど
れ
ぐ
ら
い
歳

入
、
歳
出
が
あ
っ
た
の
か
。引
き
上
げ
に
よ

り
入
園
料
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
出

で
ど
う
い
っ
た
対
応
し
て
い
く
の
か
。入
園

料
が
上
が
っ
た
分
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
、こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
と
無
駄

を
な
く
し
て
支
出
を
抑
え
る
方
法
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　 

藤
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
料
金

の
引
き
上
げ
を
行
い
、
料
金
収
入
は

2
1
5
0
万
を
計
上
し
、令
和
５
年
度
の
入

園
者
数
4
万
3
0
0
0
人
を
想
定
し
て
積

算
し
て
い
る
。令
和
6
年
度
か
ら
の
引
き
上

げ
等
に
向
け
て
、
施
設
整
備
と
し
て
野
外
ス

テ
ー
ジ
の
色
塗
り
や
、
駐
車
場
の
区
画
線
な

ど
施
設
の
老
朽
化
し
て
い
る
部
分
の
修
繕

を
行
い
利
便
性
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
ま
つ
り
期
間
中
に
園
内
で
の
コ
ー

ヒ
ー
や
特
産
物
の
販
売
な
ど
も
プ
ラ
ス
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、入
園
券
に
つ
い
て
は
、

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
と
藤
ま
つ
り
入
園
券
の

セ
ッ
ト
割
引
券
の
販
売
も
検
討
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
予
算
の
歳
出
は

1
7
7
7
万
7
0
0
0
円
で
、
歳
入
は

2
1
5
0
万
円
、
3
7
2
万
3
0
0
0
円

の
黒
字
見
込
み
と
な
る
。ま
た
、
令
和
5
年

度
の
歳
出
の
予
算
額
が
1
8
9
8
万

3
0
0
0
円
、
歳
入
の
決
算
見
込
が

1
2
9
3
万
3
0
0
0
円
で
あ
る
。

　 

心
身
障
害
者
医
療
給
付
費
3
3
1
4

万
4
0
0
0
円
に
つ
い
て
、
若
干
条
例
も

改
正
さ
れ
、精
神
障
が
い
に
つ
い
て
の
給
付
、

医
療
補
助
が
前
進
し
た
の
で
は
。

　 

精
神
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
昨
年
条
例

改
正
を
行
い
医
療
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。総

医
療
費
の
１
割
負
担
と
し
て
令
和
５
年
度
か

ら
3
名
が
対
象
に
な
っ
た
。令
和
６
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、岡
山
県
医
療
対
象
者
に
２
４

０
人
、
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
３
名
を
含
め
た

町
医
療
は
１
０
４
人
を
対
象
に
し
た
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

　 

野
良
猫
対
策
事
業
に
委
託
料
１
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
事

業
内
容
は
。

　 

野
良
猫
対
策
事
業
委
託
料
に
つ
い
て
、不

妊
去
勢
手
術
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
N
P
O

団
体
と
連
携
し
て
、年
に
5
回
程
度
不
妊
去

勢
手
術
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
け
よ
う

と
考
え
て
い
て
、そ
れ
に
か
か
る
費
用
で
あ
る
。

　 

昨
年
の
９
月
議
会
で
生
理
用
ナ
プ
キ

ン
の
導
入
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
今
回
の
予
算
の
ど
こ
に
計
上
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　 

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
予
算
に
つ
い
て
、
使

用
料
お
よ
び
賃
借
料
の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
21

万
6
0
0
0
円
が
機
器
の
利
用
料
金
で
、工

事
請
負
費
20
万
円
は
機
器
の
取
り
付
け
に

か
か
る
工
事
費
用
で
、
ナ
プ
キ
ン
自
体
に
つ
い

て
は
設
置
業
者
か
ら
無
料
で
提
供
さ
れ
る

た
め
予
算
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　 

都
市
計
画
費
負
担
金
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
申
し
込

み
方
法
で
上
限
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

生
活
さ
れ
て
い
る
方
が
車
椅
子
に
な
っ
た

場
合
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
工
事
費
も

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１０
号
）

令
和
５
年
度
地
域
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
入
る
の
か
。

　 
条
件
は
居
住
し
て
い
る
家
屋
で
、工
事
費

が
税
抜
き
の
10
％
、上
限
20
万
円
ま
で
あ
る
。

た
だ
し
工
事
費
30
万
円
以
上
が
対
象
で
あ

る
。ま
た
、介
護
等
に
係
る
改
修
に
つ
い
て
は
、

ど
ち
ら
の
事
業
を
選
定
す
る
と
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
を
判
断
し
て
実
施
し
て
い
る
。な

お
、申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、大
半
の
方
が
業

者
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　 

産
後
マ
マ
安
心
事
業
に
つ
い
て
、
予
算

が
9
万
1
0
0
0
円
か
ら
82
万
8
0
0
0

円
に
な
っ
て
い
る
が
、内
容
が
ど
の
よ
う
に

良
く
な
っ
た
の
か
。

　 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
変
更
は
な
い
が
、
宿

泊
型
は
1
万
円
程
度
、日
帰
り
が
5
0
0
0

円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

要
綱
を
改
正
し
て
2
万
円
ま
で
町
が
負
担

す
る
こ
と
と
し
た
。施
設
に
よ
る
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
は
、宿
泊
型
、通
所
型
、訪
問
型
で
、

利
用
し
て
も
自
己
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

町
の
補
助
を
引
き
上
げ
た
。そ
の
た
め
、
令

和
6
年
度
当
初
予
算
で
費
用
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

　 

佐
伯
処
理
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
修
繕

事
業
に
つ
い
て
、マ
ン
ホ
ー
ル
の
場
所
が
１２

か
所
で
2
4
9
7
万
円
。和
気
地
域
も
行

う
と
大
変
な
額
に
な
る
の
で
は
。

　 

今
回
佐
伯
地
域
を
行
う
が
、
ポ
ン
プ
の

仕
組
み
が
和
気
地
域
と
佐
伯
地
域
が
か
な

り
違
っ
て
い
る
。佐
伯
地
域
の
ポ
ン
プ
は
か
な

り
高
性
能
な
も
の
を
使
っ
て
い
る
。そ
れ
を

買
い
換
え
る
と
多
額
の
経
費
に
な
る
の
で
、

今
回
は
修
理
し
て
寿
命
を
伸
ば
す
方
法
だ
。

逆
に
和
気
地
域
の
ポ
ン
プ
は
そ
こ
ま
で
高

性
能
な
も
の
で
な
い
の
で
、
起
債
を
借
り
て

更
新
し
て
い
く
方
法
が
有
利
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

　 

令
和
5
年
度
の
決
算
見
込
で
事
業
収

入
2
億
4
2
2
6
万
3
０
０
０
円
が
基
礎

数
字
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、令
和

６
年
度
予
算
が
3
億
7
8
2
万
9
0
0
0

円
で
、
前
年
度
対
比
で
1
2
7
％
程
度
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
積
算
に
つ
い
て
、
６
月

に
は
工
事
が
予
定
さ
れ
、
約
１５
日
営
業
日

数
が
少
な
く
な
る
。そ
れ
を
計
算
す
る
と
、

前
年
度
比
が
1
3
2
・
6
％
に
な
る
が
、

こ
の
根
拠
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
っ
て
、

宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
令
和
６
年
度
は
施
設
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

に
よ
る
企
画
を
打
ち
出
し
て
、
団
体
の
利
用

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。昨
年
度
の
当
初
と

比
較
す
る
と
大
幅
に
上
げ
て
は
い
な
い
が
、コ

ロ
ナ
後
の
宴
会
の
復
活
を
見
込
ん
で
予
算

計
上
し
て
い
る
。

　 

来
年
度
に
向
け
て
収
益
増
加
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、
光
熱
水
費
へ

の
対
策
は
。

　 

健
康
増
進
施
策
と
コ
ラ
ボ
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
の
弁
当
や
温
泉
プ
ラ
ン
、

若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
同
窓
会
プ
ラ
ン
や
、

学
生
を
対
象
に
し
た
合
宿
プ
ラ
ン
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
対
策
で
の
昇
温
装
置
や
、
薬
剤
で

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　 

売
店
で
の
売
り
上
げ
を
低
く
見
積
も
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
岡
山
県
や
和
気
町
の

土
産
を
し
っ
か
り
販
売
す
る
な
ど
売
り
上

げ
を
上
げ
る
方
策
は
な
い
の
か
。

　 

売
店
で
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
、
仕
入
れ

価
格
の
高
騰
に
よ
り
順
次
値
上
げ
し
て
い
く

た
め
低
く
見
積
も
っ
た
が
、
温
泉
の
名
物
を

現
在
開
発
中
で
、令
和
６
年
度
中
に
完
成
さ

せ
て
販
売
し
て
い
き
た
い
。

　 

改
善
計
画
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
と

毎
年
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、こ
れ
か

ら
い
つ
ま
で
町
か
ら
繰
り
出
し
て
や
っ
て

い
く
の
か
。け
じ
め
を
つ
け
て
、目
標
を

も
っ
て
新
し
い
や
り
方
を
打
ち
出
さ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
。

　 

来
年
度
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
主
に
施

設
改
修
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。収
支
に

つ
い
て
は
、
一
生
懸
命
頑
張
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
理
解
願
い
た
い
。

　 

薬
草
園
管
理
棟
の
位
置
づ
け
と
予
算

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

薬
草
園
管
理
棟
に
つ
い
て
は
羊
か
ん
の
製

造
で
利
用
し
て
い
て
、
そ
れ
に
関
す
る
光
熱

水
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　 

今
回
多
額
の
経
費
を
か
け
て
設
備
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
が
、
和
気
鵜
飼
谷
温

泉
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。休
館
後
に
新
し
い
プ
ラ
ン
を
打
ち

出
せ
る
よ
う
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

魅
力
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
も
で
き

る
の
か
。

　 

こ
れ
ま
で
更
新
で
き
て
い
な
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く
。ま
た
、
客

室
の
テ
レ
ビ
画
面
で
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
も
考
え
て
い
る
。同
窓
会
プ
ラ
ン
や

益
原
多
目
的
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
藤
ま
つ
り
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
も
や
っ
て
い
き
た
い
。

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
委
員
会

令
和
6
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
６
年
度
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
予
算

令
和
６
年
度

下
水
道
事
業
会
計
予
算

　 

電
気
自
動
車
充
電
設
備
設
置
工
事
費

3
0
0
0
万
円
の
減
額
内
容
は
。

　 

当
初
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
設
置

を
予
定
し
て
い
た
。そ
の
後
、
設
置
条
件
が

良
い
民
間
事
業
者
を
活
用
す
る
方
法
で
検

討
を
進
め
た
。そ
の
内
容
は
、
和
気
町
は
電

気
自
動
車
の
充
電
器
設
備
の
場
所
を
提
供

す
る
だ
け
で
、
工
事
費
用
に
係
る
一
切
の
費

用
に
つ
い
て
は
民
間
事
業
者
が
負
担
し
て
、

E
V
充
電
器
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　 

宮
田
分
譲
宅
地
に
伴
う
長
期
債
元
金

繰
上
償
還
金
に
つ
い
て
、一
般
会
計
繰
出
金

を
含
め
て
こ
の
返
還
の
残
金
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
残
り
７
区
画
の
収
入
見
込
み
は
い

く
ら
な
の
か
。

　 

償
還
に
つ
い
て
、
前
回
は
令
和
5
年
3
月

に一
部
入
金
に
な
っ
た
額
で
行
っ
た
。今
回
は
、

今
年
度
入
金
に
な
っ
た
額
で
残
り
全
て
の
額

を
償
還
す
る
も
の
で
、
２
か
年
で
起
債
相
当

分
の
繰
上
償
還
が
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

残
り
７
区
画
は
5
1
1
9
万
5
0
0
0
円

で
、当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
額
で
あ
る
。

　 

藤
公
園
の
使
用
料
2
1
5
0
万
円
に

つ
い
て
、
入
園
料
も
改
定
さ
れ
令
和
5
年

度
の
歳
入
か
ら
1
1
1
4
万
3
0
0
0
円

増
の
、
約
2
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

見
合
う
藤
ま
つ
り
に
関
す
る
歳
出
は
全
体

で
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。入
園
料
の

改
定
に
よ
り
歳
出
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。令
和
5
年
度
の
当
初
予
算
の
歳
出
が

い
く
ら
計
上
さ
れ
て
い
て
令
和
6
年
度
と

比
較
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、
令

和
5
年
度
の
決
算
実
績
で
ど
れ
ぐ
ら
い
歳

入
、
歳
出
が
あ
っ
た
の
か
。引
き
上
げ
に
よ

り
入
園
料
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
出

で
ど
う
い
っ
た
対
応
し
て
い
く
の
か
。入
園

料
が
上
が
っ
た
分
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
、こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
と
無
駄

を
な
く
し
て
支
出
を
抑
え
る
方
法
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　 

藤
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
料
金

の
引
き
上
げ
を
行
い
、
料
金
収
入
は

2
1
5
0
万
を
計
上
し
、令
和
５
年
度
の
入

園
者
数
4
万
3
0
0
0
人
を
想
定
し
て
積

算
し
て
い
る
。令
和
6
年
度
か
ら
の
引
き
上

げ
等
に
向
け
て
、
施
設
整
備
と
し
て
野
外
ス

テ
ー
ジ
の
色
塗
り
や
、
駐
車
場
の
区
画
線
な

ど
施
設
の
老
朽
化
し
て
い
る
部
分
の
修
繕

を
行
い
利
便
性
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
ま
つ
り
期
間
中
に
園
内
で
の
コ
ー

ヒ
ー
や
特
産
物
の
販
売
な
ど
も
プ
ラ
ス
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、入
園
券
に
つ
い
て
は
、

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
と
藤
ま
つ
り
入
園
券
の

セ
ッ
ト
割
引
券
の
販
売
も
検
討
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
予
算
の
歳
出
は

1
7
7
7
万
7
0
0
0
円
で
、
歳
入
は

2
1
5
0
万
円
、
3
7
2
万
3
0
0
0
円

の
黒
字
見
込
み
と
な
る
。ま
た
、
令
和
5
年

度
の
歳
出
の
予
算
額
が
1
8
9
8
万

3
0
0
0
円
、
歳
入
の
決
算
見
込
が

1
2
9
3
万
3
0
0
0
円
で
あ
る
。

　 

心
身
障
害
者
医
療
給
付
費
3
3
1
4

万
4
0
0
0
円
に
つ
い
て
、
若
干
条
例
も

改
正
さ
れ
、精
神
障
が
い
に
つ
い
て
の
給
付
、

医
療
補
助
が
前
進
し
た
の
で
は
。

　 

精
神
障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
昨
年
条
例

改
正
を
行
い
医
療
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。総

医
療
費
の
１
割
負
担
と
し
て
令
和
５
年
度
か

ら
3
名
が
対
象
に
な
っ
た
。令
和
６
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、岡
山
県
医
療
対
象
者
に
２
４

０
人
、
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
３
名
を
含
め
た

町
医
療
は
１
０
４
人
を
対
象
に
し
た
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

　 

野
良
猫
対
策
事
業
に
委
託
料
１
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
事

業
内
容
は
。

　 

野
良
猫
対
策
事
業
委
託
料
に
つ
い
て
、不

妊
去
勢
手
術
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
N
P
O

団
体
と
連
携
し
て
、年
に
5
回
程
度
不
妊
去

勢
手
術
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
け
よ
う

と
考
え
て
い
て
、そ
れ
に
か
か
る
費
用
で
あ
る
。

　 

昨
年
の
９
月
議
会
で
生
理
用
ナ
プ
キ

ン
の
導
入
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
今
回
の
予
算
の
ど
こ
に
計
上
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　 

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
予
算
に
つ
い
て
、
使

用
料
お
よ
び
賃
借
料
の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
21

万
6
0
0
0
円
が
機
器
の
利
用
料
金
で
、工

事
請
負
費
20
万
円
は
機
器
の
取
り
付
け
に

か
か
る
工
事
費
用
で
、
ナ
プ
キ
ン
自
体
に
つ
い

て
は
設
置
業
者
か
ら
無
料
で
提
供
さ
れ
る

た
め
予
算
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　 

都
市
計
画
費
負
担
金
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
申
し
込

み
方
法
で
上
限
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

生
活
さ
れ
て
い
る
方
が
車
椅
子
に
な
っ
た

場
合
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
工
事
費
も

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１０
号
）

令
和
５
年
度
地
域
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

全国に誇る藤公園

和気町議会だより 第72号11



一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
3月議会定例会では9人の議員が質問しました。

広瀬 正男議員
• 町営バス運転手の定年制度は
• 益原多目的公園の駐車場増設工事は

PAGE

17

我澤 隆司議員
• コミュニティＦＭ局との災害連携と町の情報
発信は

• 片鉄ロマン街道、和気アルプスは和気町を
代表する観光資源と考えるが

• 京セラグループとの今後の連携は

PAGE

18

山本　稔議員
• 水道施設の耐震化は
• 町の防災対策の見直しは

PAGE

19

西中 純一議員
• PFOS・PFOAが水道水中にあるなかで町民
の健康に悪い影響はないのか

• 見直し、除去対策はどうするのか
• 浚渫（しゅんせつ）残土等処分場の進捗状況は

PAGE

20

山本 泰正議員
• どうする衰退する農業行政
• 高齢化が進む農業の高齢化対策と後継者対
策は

• 農業農産物を推進すべきでは
• 農業施設の管理支援策は

PAGE

21

ここが気になる！

山野 英里議員
• 教育のまちとして今後のビジョンは

15
PAGE

神﨑 良一議員
• 人口減少対策は
• 包括連携協定は
• 和気町の水は安全か

PAGE

16

居樹　豊議員
PAGE

14
• 子育て支援の充実強化を
• 都市計画等の見直しを

山田 浩子議員
PAGE

13
• 福祉避難所に直接避難できる体制整備は
• 町の情報発信の一元化を
• ＩＣＴ教育の推進を

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

①
町
内
の
11
の
社
会
福
祉
施
設
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。昨
年
12
月
に
福
祉
避
難

所
の
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
。自
宅
介

護
者
等
の
方
は
、
ま
ず
一
般
の
避
難
所
へ

避
難
し
、
そ
の
後
、
福
祉
避
難
所
へ
移
動

す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、直
接
、福
祉

避
難
所
に
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

②
マ
ン
ホ
ー
ル
対
応
の
組
み
立
て
式
ト
イ
レ

を
21
基
備
蓄
し
て
い
る
。
他
に
も
下
水

管
破
損
時
で
も
使
用
で
き
る
ボ
タ
ン
一つ

で
排
泄
物
を
密
閉
で
き
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
タ
イ
プ
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、

民
間
企
業
と
の
協
定
も
模
索
し
て
い
き

た
い
。

③
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
、
災
害
時
の
現

場
確
認
は
行
っ
て
い
る
。
物
資
運
搬
で
の

運
用
は
想
定
し
て
い
な
い
。
今
後
の
動

向
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る
。

④
自
治
体
や
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
、

39
の
災
害
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時

に
備
え
て
い
る
。

⑤
以
前
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
防
災
食

の
試
食
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど

を
行
っ
た
。
モ
デ
ル
地
区
、
防
災
関

係
の
業
者
な
ど
と
も
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
防
災
の
研
修
会
な

ど
で
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

山
田 
浩
子 

議
員

福
祉
避
難
所
に

直
接
避
難
で
き
る

体
制
整
備
は

直
接
、
福
祉
避
難
所
に
行
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
調
整
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

動画はこちら

　  災
害
時
に
お
け
る
対
応
は
。

①
自
宅
介
護
者
等
の
福
祉
避
難
場
所
は
。

②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
活
用
は
。

③
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
。

④
企
業
と
の
連
携
は
。

⑤
防
災
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
。

町の情報発信の一元化を

  　新田 教育次長
　現在、放課後児童クラブではインターネットに接続できない。
今後、環境を整備し、引き続きＩＣＴ教育を推進していく。

ＩＣＴ教育の推進を

　  和気町はＩＣＴ教育に熱心に取り組んでおり、全国でも上
位である。日常的な端末の利活用として、タブレットでの宿
題もあるが、学童施設ではその宿題ができない。ぜひ、イン
ターネット環境の整備を。

　  財政課が広報担当であることに違
和感がある。各部署に合わせた業務の
割り振りが必要では。また、情報発信を
プロデュースする部署が必要では。

  　永宗 総務部長
　町民の方からも同様の意見をいただいている。今
後の事務再編にあたっては、効率的、効果的な組
織編成はもちろんのこと、わかりやすい組織名称に
も配慮したものとしていきたい。町の広報、シティープ
ロモーションなどについて、総合的にコーディネート
するような部署、担当者の配置もできれば大変効果
的であると考える。今後、検討していきたい。

過去に行われた防災イベント
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一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
3月議会定例会では9人の議員が質問しました。

広瀬 正男議員
• 町営バス運転手の定年制度は
• 益原多目的公園の駐車場増設工事は

PAGE

17

我澤 隆司議員
• コミュニティＦＭ局との災害連携と町の情報
発信は

• 片鉄ロマン街道、和気アルプスは和気町を
代表する観光資源と考えるが

• 京セラグループとの今後の連携は

PAGE

18

山本　稔議員
• 水道施設の耐震化は
• 町の防災対策の見直しは

PAGE

19

西中 純一議員
• PFOS・PFOAが水道水中にあるなかで町民
の健康に悪い影響はないのか

• 見直し、除去対策はどうするのか
• 浚渫（しゅんせつ）残土等処分場の進捗状況は

PAGE

20

山本 泰正議員
• どうする衰退する農業行政
• 高齢化が進む農業の高齢化対策と後継者対
策は

• 農業農産物を推進すべきでは
• 農業施設の管理支援策は

PAGE

21

ここが気になる！

山野 英里議員
• 教育のまちとして今後のビジョンは

15
PAGE

神﨑 良一議員
• 人口減少対策は
• 包括連携協定は
• 和気町の水は安全か

PAGE

16

居樹　豊議員
PAGE

14
• 子育て支援の充実強化を
• 都市計画等の見直しを

山田 浩子議員
PAGE

13
• 福祉避難所に直接避難できる体制整備は
• 町の情報発信の一元化を
• ＩＣＴ教育の推進を

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

①
町
内
の
11
の
社
会
福
祉
施
設
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。昨
年
12
月
に
福
祉
避
難

所
の
開
設
訓
練
を
実
施
し
た
。自
宅
介

護
者
等
の
方
は
、
ま
ず
一
般
の
避
難
所
へ

避
難
し
、
そ
の
後
、
福
祉
避
難
所
へ
移
動

す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、直
接
、福
祉

避
難
所
に
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

②
マ
ン
ホ
ー
ル
対
応
の
組
み
立
て
式
ト
イ
レ

を
21
基
備
蓄
し
て
い
る
。
他
に
も
下
水

管
破
損
時
で
も
使
用
で
き
る
ボ
タ
ン
一つ

で
排
泄
物
を
密
閉
で
き
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
タ
イ
プ
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、

民
間
企
業
と
の
協
定
も
模
索
し
て
い
き

た
い
。

③
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
、
災
害
時
の
現

場
確
認
は
行
っ
て
い
る
。
物
資
運
搬
で
の

運
用
は
想
定
し
て
い
な
い
。
今
後
の
動

向
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
得
る
。

④
自
治
体
や
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
、

39
の
災
害
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時

に
備
え
て
い
る
。

⑤
以
前
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
防
災
食

の
試
食
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど

を
行
っ
た
。
モ
デ
ル
地
区
、
防
災
関

係
の
業
者
な
ど
と
も
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
な
く
、
防
災
の
研
修
会
な

ど
で
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

山
田 

浩
子 

議
員

福
祉
避
難
所
に

直
接
避
難
で
き
る

体
制
整
備
は

直
接
、
福
祉
避
難
所
に
行
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
調
整
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

動画はこちら

　  災
害
時
に
お
け
る
対
応
は
。

①
自
宅
介
護
者
等
の
福
祉
避
難
場
所
は
。

②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
活
用
は
。

③
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
。

④
企
業
と
の
連
携
は
。

⑤
防
災
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
。

町の情報発信の一元化を

  　新田 教育次長
　現在、放課後児童クラブではインターネットに接続できない。
今後、環境を整備し、引き続きＩＣＴ教育を推進していく。

ＩＣＴ教育の推進を

　  和気町はＩＣＴ教育に熱心に取り組んでおり、全国でも上
位である。日常的な端末の利活用として、タブレットでの宿
題もあるが、学童施設ではその宿題ができない。ぜひ、イン
ターネット環境の整備を。

　  財政課が広報担当であることに違
和感がある。各部署に合わせた業務の
割り振りが必要では。また、情報発信を
プロデュースする部署が必要では。

  　永宗 総務部長
　町民の方からも同様の意見をいただいている。今
後の事務再編にあたっては、効率的、効果的な組
織編成はもちろんのこと、わかりやすい組織名称に
も配慮したものとしていきたい。町の広報、シティープ
ロモーションなどについて、総合的にコーディネート
するような部署、担当者の配置もできれば大変効果
的であると考える。今後、検討していきたい。

過去に行われた防災イベント
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　徳
永 

教
育
長

　
和
気
町
の
特
色
あ
る
教
育
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
る

頃
を
考
え
た
と
き
に
、ど
う
い
っ

た
社
会
に
な
る
か
を
考
え
た
上

で
の
教
育
を
、今
、し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
町
が
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
教
育
に
は
、４
つ
の
柱

が
あ
る
。子
ど
も
一
人
一
人
の
輝

く
笑
顔
の
た
め
、教
育
の
ま
ち

和
気
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
充

実
発
展
に
、取
り
組
ん
で
い
く
。

 

４
つ
の
柱
　

①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

さ
ら
な
る
推
進
。

②
和
気
町
の
特
色
で
あ
る
英

語
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
、

充
実
。

③
人
権
教
育
の
推
進
。

④
ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
。

教
育
の
ま
ち
と
し
て

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

今
後
の
社
会
を
見
据
え
て
、

4
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
る

動画はこちら

  　   

　徳
永 

教
育
長

　
現
時
点
で
３
つ
の
案
を
考
え
て
い

る
。

　
第
１
案
、現
状
の
ま
ま
。地
域
に

学
校
は
そ
の
ま
ま
残
る
た
め
、変
更

の
必
要
は
な
い
。し
か
し
、少
子
化
に

よ
る
学
校
規
模
の
縮
小
化
が
進
み
、

教
育
活
動
維
持
の
困
難
さ
が
顕
著

と
な
る
。

　
第
２
案
、和
気
中
学
校
と
佐
伯
中

学
校
を
統
合
し
、町
内
１
中
学
校
と

す
る
。

　
中
学
校
が
１
つ
と
な
る
こ
と
で
地

域
を
越
え
交
流
で
き
る
。佐
伯
地
区

内
の
学
校
は
小
学
校
１
校
と
な
り
、

地
域
の
過
疎
化
や
活
力
の
低
下
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
。佐
伯
地
区
の
中

学
生
の
多
く
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の

通
学
と
な
り
、通
学
時
間
の
増
加
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。

　
第
３
案
、佐
伯
小
学
校
と
佐
伯
中

学
校
小
中
一
貫
校
と
し
、佐
伯
中
学

校
校
地
内
へ
小
学
校
校
舎
を
整
備

す
る
。ま
た
、小
中
一
貫
校
の
一
形
態

で
あ
る
義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
も

考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、学
校
整
備
の

た
め
の
予
算
措
置
が
必
要
と
な
り
、

財
政
負
担
は
増
え
る
。

　
地
域
住
民
と
対
話
し
、様
々
な
意

見
を
聞
き
た
い
。

  

　
佐
伯
小
学
校
、中
学
校
に
つ
い
て
、令
和
７
年
度
中
に
は
方
向
性
を
出

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。今
後
の
形
態
は
。地
域
住
民
と
対
話
す
る
機
会

を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

  

　
統
廃
合
す
る
か
し
な
い
か

の
話
だ
け
で
な
く
、今
後
の
人

材
育
成
や
地
域
の
活
性
化
も

考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。イ
エ

ナ
プ
ラ
ン
教
育※

な
ど
特
色
の

あ
る
教
育
を
佐
伯
小
学
校
、中

学
校
に
導
入
で
き
な
い
か
。

  

　
子
育
て
支
援
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

が
、思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
野 
英
里 

議
員

　  本町の都市計画については昭和５１年に定められ、それ以降、今日まで全く見直しがな
されていないので、考えを伺いたい。
①用途地域を指定した後の社会事情、環境の変化。
②現状の課題と見直しの必要性。
③農業振興地域の実態と現状に即した計画。

都市計画等の見直しを

  

　
本
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
対
策
は
、当

面
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、少
子
・
高
齢
化

の
下
で
近
隣
市
町
も
、新
年
度
予
算
に
子
育

て
支
援
を
重
点
施
策
と
し
て
い
る
。生
活
イ

ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
、こ
れ
か
ら
の
持
続
的

発
展
は
福
祉
施
策
の
推
進
に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、子
育
て
支
援
の
具
体
的
な
考
え
を

伺
い
た
い
。

　  西本 都市建設課長
①本荘小学校区では、用途地域に隣
接する非線引き地域に住宅地が形
成されてきたり、一部そぐわない地域
があることも十分認識している。
②用途地域の見直しについは、必要
に応じて検討すべき大きな課題であ
ると認識している。

　  岡 産業振興課長
③農家の高齢化や若者の農業者離れにより、作付けさ
れていない農地や適正に管理されていない農地が増
加傾向にあると認識している。将来的な見通しを総合
的に検討し、農業振興と地域の現状に即した土地利
用の両面から計画策定の必要性があると考えている。

　  今田 副町長
　　用途地域の変更については、まちづくりを形成する
重要な要素であると承知しており多くの課題があるが、
前向きに考えていく必要があると認識している。

  

　松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
子
育
て
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
本
町

と
し
て
も
町
独
自
に
出
産
祝
い
金
の
創
設
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
、
支
援
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。来
年
度
は
、子
ど
も
・
子
育

て
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
よ
り

細
か
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
育
児
用
品
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
で
は

オ
ム
ツ
な
ど
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
本
町
に
即
し
た
政

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

③
新
入
学
児
童
・
生
徒
学
用
品
の
支
給
補
助
は
、県

内
の
他
の
自
治
体
に
お
い
て
支
給
補
助
を
行
っ
て

お
り
、今
後
、研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

  

　太
田 

町
長

　
今
後
と
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
形
で
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
を
大
胆
に
考
え
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
を

動画はこちら

前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い

  

　
教
育
の
ま
ち
と
し
て
学
び
に
つ
い
て
の
考
え
と

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

※イエナプラン教育とは…ドイツではじまりオランダで広がった、一人一人を尊重しながら、自立と共生を学ぶオープンモデルの教育

　
教
育
と
は
、町
の
魅
力
を
発

信
す
る
重
要
な
も
の
。こ
こ
で
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
れ
ば
、さ
ら
に

魅
力
あ
る
町
と
し
て
成
長
で
き

る
。

　
自
然
や
人
の
温
か
さ
な
ど
も

取
り
入
れ
た
、和
気
町
ら
し
い
教

育
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
時
期
だ
。

意
見

子どもひろば

  

　嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
過
疎
化
が
進
む
地
域
で
の
教
育
の

重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
。イ
エ
ナ
プ

ラ
ン
認
定
校
は
開
校
前
よ
り
も
、児
童

数
が
倍
増
し
て
い
る
。

　
新
し
い
教
育
を
、地
域
の
実
態
に
応

じ
た
形
で
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、

研
究
を
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

イエナプラン教育を導入して児童が増えた学校

子
ど
も
が
い
る
こ
と
は

地
域
の
活
力
と
な
る

居
樹
　豊 

議
員
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　徳
永 

教
育
長

　
和
気
町
の
特
色
あ
る
教
育
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
る

頃
を
考
え
た
と
き
に
、ど
う
い
っ

た
社
会
に
な
る
か
を
考
え
た
上

で
の
教
育
を
、今
、し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
町
が
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
教
育
に
は
、４
つ
の
柱

が
あ
る
。子
ど
も
一
人
一
人
の
輝

く
笑
顔
の
た
め
、教
育
の
ま
ち

和
気
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
充

実
発
展
に
、取
り
組
ん
で
い
く
。

 

４
つ
の
柱
　

①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

さ
ら
な
る
推
進
。

②
和
気
町
の
特
色
で
あ
る
英

語
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
、

充
実
。

③
人
権
教
育
の
推
進
。

④
ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
。

教
育
の
ま
ち
と
し
て

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

今
後
の
社
会
を
見
据
え
て
、

4
つ
の
柱
を
掲
げ
て
い
る

動画はこちら

  　   

　徳
永 

教
育
長

　
現
時
点
で
３
つ
の
案
を
考
え
て
い

る
。

　
第
１
案
、現
状
の
ま
ま
。地
域
に

学
校
は
そ
の
ま
ま
残
る
た
め
、変
更

の
必
要
は
な
い
。し
か
し
、少
子
化
に

よ
る
学
校
規
模
の
縮
小
化
が
進
み
、

教
育
活
動
維
持
の
困
難
さ
が
顕
著

と
な
る
。

　
第
２
案
、和
気
中
学
校
と
佐
伯
中

学
校
を
統
合
し
、町
内
１
中
学
校
と

す
る
。

　
中
学
校
が
１
つ
と
な
る
こ
と
で
地

域
を
越
え
交
流
で
き
る
。佐
伯
地
区

内
の
学
校
は
小
学
校
１
校
と
な
り
、

地
域
の
過
疎
化
や
活
力
の
低
下
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
。佐
伯
地
区
の
中

学
生
の
多
く
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の

通
学
と
な
り
、通
学
時
間
の
増
加
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。

　
第
３
案
、佐
伯
小
学
校
と
佐
伯
中

学
校
小
中
一
貫
校
と
し
、佐
伯
中
学

校
校
地
内
へ
小
学
校
校
舎
を
整
備

す
る
。ま
た
、小
中
一
貫
校
の
一
形
態

で
あ
る
義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
も

考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、学
校
整
備
の

た
め
の
予
算
措
置
が
必
要
と
な
り
、

財
政
負
担
は
増
え
る
。

　
地
域
住
民
と
対
話
し
、様
々
な
意

見
を
聞
き
た
い
。

  

　
佐
伯
小
学
校
、中
学
校
に
つ
い
て
、令
和
７
年
度
中
に
は
方
向
性
を
出

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。今
後
の
形
態
は
。地
域
住
民
と
対
話
す
る
機
会

を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

  

　
統
廃
合
す
る
か
し
な
い
か

の
話
だ
け
で
な
く
、今
後
の
人

材
育
成
や
地
域
の
活
性
化
も

考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。イ
エ

ナ
プ
ラ
ン
教
育※

な
ど
特
色
の

あ
る
教
育
を
佐
伯
小
学
校
、中

学
校
に
導
入
で
き
な
い
か
。

  

　
子
育
て
支
援
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

が
、思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

山
野 

英
里 

議
員

　  本町の都市計画については昭和５１年に定められ、それ以降、今日まで全く見直しがな
されていないので、考えを伺いたい。
①用途地域を指定した後の社会事情、環境の変化。
②現状の課題と見直しの必要性。
③農業振興地域の実態と現状に即した計画。

都市計画等の見直しを

  

　
本
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
対
策
は
、当

面
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、少
子
・
高
齢
化

の
下
で
近
隣
市
町
も
、新
年
度
予
算
に
子
育

て
支
援
を
重
点
施
策
と
し
て
い
る
。生
活
イ

ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
、こ
れ
か
ら
の
持
続
的

発
展
は
福
祉
施
策
の
推
進
に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、子
育
て
支
援
の
具
体
的
な
考
え
を

伺
い
た
い
。

　  西本 都市建設課長
①本荘小学校区では、用途地域に隣
接する非線引き地域に住宅地が形
成されてきたり、一部そぐわない地域
があることも十分認識している。
②用途地域の見直しについは、必要
に応じて検討すべき大きな課題であ
ると認識している。

　  岡 産業振興課長
③農家の高齢化や若者の農業者離れにより、作付けさ
れていない農地や適正に管理されていない農地が増
加傾向にあると認識している。将来的な見通しを総合
的に検討し、農業振興と地域の現状に即した土地利
用の両面から計画策定の必要性があると考えている。

　  今田 副町長
　　用途地域の変更については、まちづくりを形成する
重要な要素であると承知しており多くの課題があるが、
前向きに考えていく必要があると認識している。

  

　松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
子
育
て
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
本
町

と
し
て
も
町
独
自
に
出
産
祝
い
金
の
創
設
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
、
支
援
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。来
年
度
は
、子
ど
も
・
子
育

て
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
よ
り

細
か
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
育
児
用
品
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
で
は

オ
ム
ツ
な
ど
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
本
町
に
即
し
た
政

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

③
新
入
学
児
童
・
生
徒
学
用
品
の
支
給
補
助
は
、県

内
の
他
の
自
治
体
に
お
い
て
支
給
補
助
を
行
っ
て

お
り
、今
後
、研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

  

　太
田 

町
長

　
今
後
と
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
形
で
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
を
大
胆
に
考
え
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の

充
実
強
化
を

動画はこちら

前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い

  

　
教
育
の
ま
ち
と
し
て
学
び
に
つ
い
て
の
考
え
と

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

※イエナプラン教育とは…ドイツではじまりオランダで広がった、一人一人を尊重しながら、自立と共生を学ぶオープンモデルの教育

　
教
育
と
は
、町
の
魅
力
を
発

信
す
る
重
要
な
も
の
。こ
こ
で
、

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
れ
ば
、さ
ら
に

魅
力
あ
る
町
と
し
て
成
長
で
き

る
。

　
自
然
や
人
の
温
か
さ
な
ど
も

取
り
入
れ
た
、和
気
町
ら
し
い
教

育
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
時
期
だ
。

意
見

子どもひろば
  

　嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
過
疎
化
が
進
む
地
域
で
の
教
育
の

重
要
性
を
実
感
し
て
い
る
。イ
エ
ナ
プ

ラ
ン
認
定
校
は
開
校
前
よ
り
も
、児
童

数
が
倍
増
し
て
い
る
。

　
新
し
い
教
育
を
、地
域
の
実
態
に
応

じ
た
形
で
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、

研
究
を
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

イエナプラン教育を導入して児童が増えた学校

子
ど
も
が
い
る
こ
と
は

地
域
の
活
力
と
な
る

居
樹
　豊 

議
員
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住
ま
い
の
確
保
や
子
育
で

若
い
世
代
の
移
住
を
進
め
る

人
口
減
少
対
策
は

町
営
バ
ス
運
転
手
の

定
年
制
度
は

一
定
の
ラ
イ
ン
を

引
く
こ
と
は
必
要

動画はこちら

　  岡 産業振興課長
　当公園駐車場の収容台数は現在約２３０台で、大きなイベントの際にはすぐに満車となる。この問題
を解決する施策として、駐車場
の増設を計画していて、予定地
は公園西側の農地で、１００台程
度の駐車が可能となる。令和６
年度に用地購入と測量設計を
合わせて行い、令和７年度に造
成工事を行う予定としている。

　  益原多目的公園の駐車場増設工事が行われる予定だが、進捗状況はどうなって
いるのか。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
令
和
5
年
6
月
に
会
計
年
度
任
用
職

員
で
あ
る
町
営
バ
ス
運
転
手
の
雇
用
に
係

る
定
年
制
度
の
規
定
を
定
め
た
。定
年
を

満
70
歳
と
し
、次
の
条
件
を
満
た
し
た
者

は
72
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
。

①
70
歳
か
ら
毎
年
、脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
。

②
健
康
上
、特
に
問
題
が
な
い
。

③
71
歳
で
適
齢
診
断
を
受
講
す
る
。

以
上
の
3
点
を
条
件
と
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
、高
齢
化
に
伴
う
運
転
技
術

や
危
機
察
知
能
力
の
低
下
が
交
通
事
故
に

な
る
こ
と
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、町
で
は
こ
の
規
定
に
よ
り
運
用
し

て
い
く
。

  

　町
営
バ
ス
運
転
手
の
定
年
制
度

に
つ
い
て
は
70
歳
定
年
で
、医
師
の

診
断
書
が
あ
れ
ば
72
歳
ま
で
乗
務

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

健
康
で
気
力
が
あ
る
運
転
手
に
つ
い

て
75
歳
ま
で
乗
務
で
き
な
い
の
か
。

　  太田 町長
　多目的公園の駐車場につい
ては、スピード感をもって進めた
い。

  

　太
田 

町
長

　
人
に
よ
っ
て
健
康
状
態
は
様
々
で
あ
る
。

行
政
の
立
場
と
し
て
一
定
の
ラ
イ
ン
を
引

く
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。一
般
的
に
定

年
は
65
歳
で
あ
る
が
、運
転
手
に
は
5
年

延
長
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
理

解
願
い
た
い
。

  

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

①
移
住
推
進
に
よ
る
町
外
か
ら
の

移
住
者
の
獲
得
、
分
譲
地
整
備

等
に
よ
る
住
ま
い
の
確
保
、
子
育

て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
企
業

誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

②
移
住
分
野
に
お
い
て
、
過
去
７
年

間
で
約
7
0
0
人
、
昨
年
度
で

も
80
人
程
度
の
移
住
者
を
迎
え

た
。出
生
者
数
を
補
う
効
果
も

出
て
い
る
。

③
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
の
5
年
間
の
転
出
さ
れ
た

方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
十
分

参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）
仕
事
の
都
合
に
よ
る
も
の

2
2
3
件
（
2
）
結
婚
92
件
、

（
３
）住
ま
い
の
都
合
39
件

 

太
田 

町
長

④
和
気
町
に
企
業
側
か
ら
土
地
等

の
相
談
が
あ
れ
ば
、
対
応
し
て
い

る
。工
場
用
地
等
を
用
意
し
て
い

る
。工
業
団
地
造
成
は
町
と
し
て

は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

⑤
人
口
減
少
へ
の
対
策
は
、現
在
は

移
住
推
進
や
定
住
策
で
、
今
後

は
、
若
い
世
代
や
外
国
人
を
取

り
込
む
こ
と
だ
。そ
の
た
め
に
は
、

住
ま
い
の
確
保
や
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
整
備
、
働
く
場
所

の
確
保
と
い
っ
た
施
策
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

神
﨑
　良
一 

議
員

動画はこちら

益原多目的公園の駐車場増設工事は

  　今後も大学との包括連携協定を進めるのか。
①現在どの大学と結んでいて、今後どの大学と結んで
いくのか。
②その協定の目的、意義は何で、どう活用していくのか。

  　寺尾 まち 経営課長
①現在、ノートルダム清心女子大学、山陽学園大
学、岡山商科大学、就実大学、環太平洋大学
の５つの大学と締結済み。鹿ソニック等の件で
今岡山理科大学と協議を進めている。
②地方創生に向けた地域社会の発展や人材育
成というのを目的として、地域文化の振興や人
材育成、交流、施設の相互利用等で連携して
いく。岡山商科大学、山陽学園大学、環太平洋
大学とは、まち・ひと・しごと創生有識者会議へ
の先生の派遣を行っている。また、環太平洋大
学では、学生による模擬授業や町内でのボラン

  　水質検査はどこで、どのぐらいの回数を計画しているか。

  　太田 町長
2023年10月24日の町内の水源地の水質検査
結果としてPFOS、PFOAの暫定、目標値が50ナノ
グラムのところ、吉田水源で6ナノグラム、それから
南部水源においては14ナノグラムが検出をされた

ことを受け、2024年の当初予算に水質検査の予
算を計上した。吉田水源、南部水源の付近で水質
検査を年間2回予定している。今後も町民の安全・
安心、また本町の自然環境の保全に努めていく。

  　太田 町長
ノートルダム清心女子大の学生には、公営塾の
講師を依頼している。環太平洋大学の学生には、
ボランティアで和気町に貢献をしてもらっている。
岡山理科大学とは協定を結び、好適環境水をは
じめ様々な分野で協議していく。

岡山商科大学で講演する太田町長

包括連携協定は

和気町の水は安全か

町営バス「わけまろ号」

駐車場予定地

  

　人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

①
現
在
進
め
て
い
る
対
策
事
業
は
何
か
。

②
そ
の
事
業
効
果
や
移
住・定
住
策
の
効
　果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
人
口
の
社
会
減
の
要
因
は
。

④
企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

⑤
人
口
増
加
策
と
し
て
外
国
人
の
移
住
は
。

ティア、また和気ベースボールパークの利用といっ
た交流を行っている。岡山理科大学とは、先進的
な研究を活用した連携内容にしたい。 

広
瀬
　正
男 

議
員
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住
ま
い
の
確
保
や
子
育
で

若
い
世
代
の
移
住
を
進
め
る

人
口
減
少
対
策
は

町
営
バ
ス
運
転
手
の

定
年
制
度
は

一
定
の
ラ
イ
ン
を

引
く
こ
と
は
必
要

動画はこちら

　  岡 産業振興課長
　当公園駐車場の収容台数は現在約２３０台で、大きなイベントの際にはすぐに満車となる。この問題
を解決する施策として、駐車場
の増設を計画していて、予定地
は公園西側の農地で、１００台程
度の駐車が可能となる。令和６
年度に用地購入と測量設計を
合わせて行い、令和７年度に造
成工事を行う予定としている。

　  益原多目的公園の駐車場増設工事が行われる予定だが、進捗状況はどうなって
いるのか。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
令
和
5
年
6
月
に
会
計
年
度
任
用
職

員
で
あ
る
町
営
バ
ス
運
転
手
の
雇
用
に
係

る
定
年
制
度
の
規
定
を
定
め
た
。定
年
を

満
70
歳
と
し
、次
の
条
件
を
満
た
し
た
者

は
72
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
。

①
70
歳
か
ら
毎
年
、脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
。

②
健
康
上
、特
に
問
題
が
な
い
。

③
71
歳
で
適
齢
診
断
を
受
講
す
る
。

以
上
の
3
点
を
条
件
と
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
、高
齢
化
に
伴
う
運
転
技
術

や
危
機
察
知
能
力
の
低
下
が
交
通
事
故
に

な
る
こ
と
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、町
で
は
こ
の
規
定
に
よ
り
運
用
し

て
い
く
。

  

　町
営
バ
ス
運
転
手
の
定
年
制
度

に
つ
い
て
は
70
歳
定
年
で
、医
師
の

診
断
書
が
あ
れ
ば
72
歳
ま
で
乗
務

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

健
康
で
気
力
が
あ
る
運
転
手
に
つ
い

て
75
歳
ま
で
乗
務
で
き
な
い
の
か
。

　  太田 町長
　多目的公園の駐車場につい
ては、スピード感をもって進めた
い。

  

　太
田 

町
長

　
人
に
よ
っ
て
健
康
状
態
は
様
々
で
あ
る
。

行
政
の
立
場
と
し
て
一
定
の
ラ
イ
ン
を
引

く
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。一
般
的
に
定

年
は
65
歳
で
あ
る
が
、運
転
手
に
は
5
年

延
長
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
理

解
願
い
た
い
。

  

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

①
移
住
推
進
に
よ
る
町
外
か
ら
の

移
住
者
の
獲
得
、
分
譲
地
整
備

等
に
よ
る
住
ま
い
の
確
保
、
子
育

て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
企
業

誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

②
移
住
分
野
に
お
い
て
、
過
去
７
年

間
で
約
7
0
0
人
、
昨
年
度
で

も
80
人
程
度
の
移
住
者
を
迎
え

た
。出
生
者
数
を
補
う
効
果
も

出
て
い
る
。

③
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
の
5
年
間
の
転
出
さ
れ
た

方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
十
分

参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）
仕
事
の
都
合
に
よ
る
も
の

2
2
3
件
（
2
）
結
婚
92
件
、

（
３
）住
ま
い
の
都
合
39
件

 

太
田 

町
長

④
和
気
町
に
企
業
側
か
ら
土
地
等

の
相
談
が
あ
れ
ば
、
対
応
し
て
い

る
。工
場
用
地
等
を
用
意
し
て
い

る
。工
業
団
地
造
成
は
町
と
し
て

は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

⑤
人
口
減
少
へ
の
対
策
は
、現
在
は

移
住
推
進
や
定
住
策
で
、
今
後

は
、
若
い
世
代
や
外
国
人
を
取

り
込
む
こ
と
だ
。そ
の
た
め
に
は
、

住
ま
い
の
確
保
や
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
整
備
、
働
く
場
所

の
確
保
と
い
っ
た
施
策
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

神
﨑
　良
一 

議
員

動画はこちら

益原多目的公園の駐車場増設工事は

  　今後も大学との包括連携協定を進めるのか。
①現在どの大学と結んでいて、今後どの大学と結んで
いくのか。
②その協定の目的、意義は何で、どう活用していくのか。

  　寺尾 まち 経営課長
①現在、ノートルダム清心女子大学、山陽学園大
学、岡山商科大学、就実大学、環太平洋大学
の５つの大学と締結済み。鹿ソニック等の件で
今岡山理科大学と協議を進めている。
②地方創生に向けた地域社会の発展や人材育
成というのを目的として、地域文化の振興や人
材育成、交流、施設の相互利用等で連携して
いく。岡山商科大学、山陽学園大学、環太平洋
大学とは、まち・ひと・しごと創生有識者会議へ
の先生の派遣を行っている。また、環太平洋大
学では、学生による模擬授業や町内でのボラン

  　水質検査はどこで、どのぐらいの回数を計画しているか。

  　太田 町長
2023年10月24日の町内の水源地の水質検査
結果としてPFOS、PFOAの暫定、目標値が50ナノ
グラムのところ、吉田水源で6ナノグラム、それから
南部水源においては14ナノグラムが検出をされた

ことを受け、2024年の当初予算に水質検査の予
算を計上した。吉田水源、南部水源の付近で水質
検査を年間2回予定している。今後も町民の安全・
安心、また本町の自然環境の保全に努めていく。

  　太田 町長
ノートルダム清心女子大の学生には、公営塾の
講師を依頼している。環太平洋大学の学生には、
ボランティアで和気町に貢献をしてもらっている。
岡山理科大学とは協定を結び、好適環境水をは
じめ様々な分野で協議していく。

岡山商科大学で講演する太田町長

包括連携協定は

和気町の水は安全か

町営バス「わけまろ号」

駐車場予定地

  

　人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

①
現
在
進
め
て
い
る
対
策
事
業
は
何
か
。

②
そ
の
事
業
効
果
や
移
住・定
住
策
の
効
　果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
人
口
の
社
会
減
の
要
因
は
。

④
企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

⑤
人
口
増
加
策
と
し
て
外
国
人
の
移
住
は
。

ティア、また和気ベースボールパークの利用といっ
た交流を行っている。岡山理科大学とは、先進的
な研究を活用した連携内容にしたい。 

広
瀬
　正
男 

議
員
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
と
の

災
害
連
携
と

町
の
情
報
発
信
は

災
害
を
含
め
た
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
有
効
と

考
え
る

動画はこちら

我
澤 

隆
司 

議
員

 　  片鉄ロマン街道と和気アルプスの拠点として、モンベル社など
と組んで、アウトドア観光ステーションが作れないか。
　矢掛町と国土交通省の「かわまちづくり事業」では、モンベル社を
指定管理業者の候補者とした。こうした官民の連携をどう考えるか。

  　岡 産業振興課長
　アウトドア系の企業は、ブランド力だけではなく、防災も含めて
専門的なノウハウを持ち合わせている。連携はとても有効と考える。
モンベル社は県内では、備前市、鏡野町、矢掛町と連携協定を締結している。

　
質
問
の
き
っ
か
け
は
、登

山
客
が
増
加
す
る
和
気
ア

ル
プ
ス一
帯
に
ト
イ
レ
が
不

足
し
て
い
る
問
題
。近
隣

の
神
社
な
ど
に
多
大
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。こ
ち
ら

の
解
決
策
も
求
め
た
い
。

意
見

　  益原多目的公園は、温泉や和気アルプス、片鉄ロマン
街道と隣接し、大化けする可能性のある施設だ。行政単
体では難しいのではないか。

  　太田 町長
　鵜飼谷温泉や多目的公園をどう発展させるか行政だけでは難
しい問題もある。専門家とも話し合う機会を持ちたい。

　
京
セ
ラ
は
高
梁
市
出
身
の

伊
藤
謙
介
さ
ん
も
創
業
者

の
ひ
と
り
で
、社
長
、会
長
を

務
め
た
企
業
。伊
藤
記
念

ホ
ー
ル
や
Ｉ
氏
賞
の
創
設
な

ど
、岡
山
と
も
縁
の
あ
る
企

業
だ
。継
続
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

　  情報端末「しらせあい」の事業者である京セラみらいエンビジョンを通じて、京セラグルー
プとの包括連携はできないか。社長との接触が、決定後なぜ１０か月もの間があるのか。執行
部は京セラみらい社を訪問したか。

  　海野 財政課長
　京セラグループが持つ知識や技術を生かす場面があれば、
包括連携を模索したい。
　訪問日程は、和気町が抱える課題を的確に把握したかった
との理由のようだ。京セラみらい社への訪問は実現していない。

  　太田 町長 
　積極的に企業と交渉するということは、否定をするものでは
ない。連携は非常に有用だと考えている。

京セラグループとの今後の連携は

　  

岡
山
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム（
通
称
レ
デ
ィ
オ
モ

モ
）は
、赤
磐
市
が
総
務
省
の
ラ
ジ
オ
難
聴
対
策

事
業
で
ア
ン
テ
ナ
を
建
設
し
、和
気
町
が
放
送

エ
リ
ア
に
入
っ
て
い
る
。情
報
発
信
や
防
災
補
完

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

　大
災
害
時
に「
し
ら
せ
あ
い
」だ
け
で
の
情
報
発

信
は
難
し
い
。連
携
す
れ

ば
、岡
山
市
内
か
ら
和
気

町
に
向
け
て
災
害
放
送

も
で
き
る
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
24
時
間
放
送

が
聴
け
る
メ
ディ
ア
だ
。

　  河
野 

危
機
管
理
室
長

　
情
報
伝
達
手
段
の
一つ
と
し
て
、
連
携
を
検
討
す
る
こ

と
は
有
意
義
だ
。
和
気
町
の
新
し
い
告
知
放
送
が
ス
タ
ー

ト
す
る
中
で
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
考
え
た
い
。

　  太
田 

町
長

　「
し
ら
せ
あ
い
」
が
ど
う
働
く
か
を
確
認
し
な
が
ら
、

補
完
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
と
の
災
害
連
携
は
、総
務
省
も
注

目
し
て
お
り
、東
日
本
大
震
災
や
真
備
の
水
害
で
も
実

証
さ
れ
て
い
る
。災
害
時
だ
け
で
な
く
通
常
の
情
報
発

信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
有
効
と
考
え
る
。

意
見

片鉄ロマン街道と和気アルプス

片鉄ロマン街道、和気アルプスは和気町を
代表する観光資源と考えるが

水
道
施
設
の
耐
震
化
は

和
気
町
は
28
・
５
％
し
か

耐
震
化
で
き
て
な
い

動画はこちら

　  ①防災対策の指針になるものは
 ②地震対策は今のままでいいか 
 ③災害ごみの仮置き場は今の計画でいいか
 ④ボランティアセンターや仮設住宅などどこに設置する予定か
 ⑤配水車の使用方法について地元住民の方と訓練しないか

  

　田
村 

産
業
建
設
部
長

①
全
国
は
４１
・２
％
、岡
山
県
は
２５
・６
％
で
全
国

４６
位
、和
気
町
は
２８
・５
％
で
耐
震
化
は
進
ん
で

い
な
い
。 

 
 

 

②
総
合
計
画
で
は
、令
和
７
年
度
に
３
施
設
で
耐

震
化
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。現
在
耐
震

が
で
き
て
い
る
施
設
は
天
瀬
配
水
池
の
み
で
本

年
、新
石
生
が
完
成
し
、来
年
度
新
曽
根
の
配

水
池
の
更
新
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
あ
る
。

今
後
、老
朽
化
に
対
応
し
な
が
ら
配
水
シ
ス
テ

ム
を
最
優
先
で
進
め
て
い
き
た
い
。 

①
水
道
管
の
耐
震
率
は

②
施
設
及
び
水
道
管
に
つ
い
て
耐
震

化
の
予
定
目
標
は

  

　田
村 

産
業
建
設
部
長

　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の
た
め
料
金
収
入

が
少
な
い
と
な
か
な
か
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

古
い
も
の
は
順
次
耐
震
化
し
て
い
く
。

  

　耐
震
化
が
進
ま
な
い
理
由
は

　  河野 危機管理室長
①災害基本計画による和気町地域防災計画が指針となって
いる。地震については南海トラフで震度６弱、山崎断層帯地
震は震度５強那岐山断層帯地震で震度５弱を想定している。
②国、県の基本計画の変更に伴い和気町も修正していく。
④社会福祉協議会が作成しているマニュアルでは和気鵜飼谷
交通公園に設置する予定で仮設住宅は基本的には公有地
に設置する。 

　  山崎 生活環境課長
③旧小学校区単位で１７の候補
地を選定している。

　  井上 総務事業課長
⑤地元住民参加の訓練を行い
たい。

町の防災対策の見直しは

　  防災公園のような広い災害ごみ置き場や仮設住宅候補地の考えはないか。

　  太田 町長
　道路の寸断などを考慮すると1か所より分散が良いと考える。

山
本
　稔 

議
員

断水時に水を配ることができます 完成した石生配水池

和気町議会だより 第72号 18
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を
含
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達
手
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と
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有
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と
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我
澤 

隆
司 

議
員

 　  片鉄ロマン街道と和気アルプスの拠点として、モンベル社など
と組んで、アウトドア観光ステーションが作れないか。
　矢掛町と国土交通省の「かわまちづくり事業」では、モンベル社を
指定管理業者の候補者とした。こうした官民の連携をどう考えるか。

  　岡 産業振興課長
　アウトドア系の企業は、ブランド力だけではなく、防災も含めて
専門的なノウハウを持ち合わせている。連携はとても有効と考える。
モンベル社は県内では、備前市、鏡野町、矢掛町と連携協定を締結している。

　
質
問
の
き
っ
か
け
は
、登

山
客
が
増
加
す
る
和
気
ア

ル
プ
ス一
帯
に
ト
イ
レ
が
不

足
し
て
い
る
問
題
。近
隣

の
神
社
な
ど
に
多
大
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。こ
ち
ら

の
解
決
策
も
求
め
た
い
。

意
見

　  益原多目的公園は、温泉や和気アルプス、片鉄ロマン
街道と隣接し、大化けする可能性のある施設だ。行政単
体では難しいのではないか。

  　太田 町長
　鵜飼谷温泉や多目的公園をどう発展させるか行政だけでは難
しい問題もある。専門家とも話し合う機会を持ちたい。

　
京
セ
ラ
は
高
梁
市
出
身
の

伊
藤
謙
介
さ
ん
も
創
業
者

の
ひ
と
り
で
、社
長
、会
長
を

務
め
た
企
業
。伊
藤
記
念

ホ
ー
ル
や
Ｉ
氏
賞
の
創
設
な

ど
、岡
山
と
も
縁
の
あ
る
企

業
だ
。継
続
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

　  情報端末「しらせあい」の事業者である京セラみらいエンビジョンを通じて、京セラグルー
プとの包括連携はできないか。社長との接触が、決定後なぜ１０か月もの間があるのか。執行
部は京セラみらい社を訪問したか。

  　海野 財政課長
　京セラグループが持つ知識や技術を生かす場面があれば、
包括連携を模索したい。
　訪問日程は、和気町が抱える課題を的確に把握したかった
との理由のようだ。京セラみらい社への訪問は実現していない。

  　太田 町長 
　積極的に企業と交渉するということは、否定をするものでは
ない。連携は非常に有用だと考えている。

京セラグループとの今後の連携は

　  

岡
山
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム（
通
称
レ
デ
ィ
オ
モ

モ
）は
、赤
磐
市
が
総
務
省
の
ラ
ジ
オ
難
聴
対
策

事
業
で
ア
ン
テ
ナ
を
建
設
し
、和
気
町
が
放
送

エ
リ
ア
に
入
っ
て
い
る
。情
報
発
信
や
防
災
補
完

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

　大
災
害
時
に「
し
ら
せ
あ
い
」だ
け
で
の
情
報
発

信
は
難
し
い
。連
携
す
れ

ば
、岡
山
市
内
か
ら
和
気

町
に
向
け
て
災
害
放
送

も
で
き
る
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
24
時
間
放
送

が
聴
け
る
メ
ディ
ア
だ
。

　  河
野 

危
機
管
理
室
長

　
情
報
伝
達
手
段
の
一つ
と
し
て
、
連
携
を
検
討
す
る
こ

と
は
有
意
義
だ
。
和
気
町
の
新
し
い
告
知
放
送
が
ス
タ
ー

ト
す
る
中
で
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
考
え
た
い
。

　  太
田 

町
長

　「
し
ら
せ
あ
い
」
が
ど
う
働
く
か
を
確
認
し
な
が
ら
、

補
完
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
と
の
災
害
連
携
は
、総
務
省
も
注

目
し
て
お
り
、東
日
本
大
震
災
や
真
備
の
水
害
で
も
実

証
さ
れ
て
い
る
。災
害
時
だ
け
で
な
く
通
常
の
情
報
発

信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
有
効
と
考
え
る
。

意
見

片鉄ロマン街道と和気アルプス

片鉄ロマン街道、和気アルプスは和気町を
代表する観光資源と考えるが

水
道
施
設
の
耐
震
化
は

和
気
町
は
28
・
５
％
し
か

耐
震
化
で
き
て
な
い

動画はこちら

　  ①防災対策の指針になるものは
 ②地震対策は今のままでいいか 
 ③災害ごみの仮置き場は今の計画でいいか
 ④ボランティアセンターや仮設住宅などどこに設置する予定か
 ⑤配水車の使用方法について地元住民の方と訓練しないか

  

　田
村 

産
業
建
設
部
長

①
全
国
は
４１
・２
％
、岡
山
県
は
２５
・６
％
で
全
国

４６
位
、和
気
町
は
２８
・５
％
で
耐
震
化
は
進
ん
で

い
な
い
。 

 
 

 

②
総
合
計
画
で
は
、令
和
７
年
度
に
３
施
設
で
耐

震
化
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。現
在
耐
震

が
で
き
て
い
る
施
設
は
天
瀬
配
水
池
の
み
で
本

年
、新
石
生
が
完
成
し
、来
年
度
新
曽
根
の
配

水
池
の
更
新
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
あ
る
。

今
後
、老
朽
化
に
対
応
し
な
が
ら
配
水
シ
ス
テ

ム
を
最
優
先
で
進
め
て
い
き
た
い
。 

①
水
道
管
の
耐
震
率
は

②
施
設
及
び
水
道
管
に
つ
い
て
耐
震

化
の
予
定
目
標
は

  

　田
村 

産
業
建
設
部
長

　
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の
た
め
料
金
収
入

が
少
な
い
と
な
か
な
か
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

古
い
も
の
は
順
次
耐
震
化
し
て
い
く
。

  

　耐
震
化
が
進
ま
な
い
理
由
は

　  河野 危機管理室長
①災害基本計画による和気町地域防災計画が指針となって
いる。地震については南海トラフで震度６弱、山崎断層帯地
震は震度５強那岐山断層帯地震で震度５弱を想定している。
②国、県の基本計画の変更に伴い和気町も修正していく。
④社会福祉協議会が作成しているマニュアルでは和気鵜飼谷
交通公園に設置する予定で仮設住宅は基本的には公有地
に設置する。 

　  山崎 生活環境課長
③旧小学校区単位で１７の候補
地を選定している。

　  井上 総務事業課長
⑤地元住民参加の訓練を行い
たい。

町の防災対策の見直しは

　  防災公園のような広い災害ごみ置き場や仮設住宅候補地の考えはないか。

　  太田 町長
　道路の寸断などを考慮すると1か所より分散が良いと考える。

山
本
　稔 

議
員

断水時に水を配ることができます 完成した石生配水池

和気町議会だより 第72号19



ど
う
す
る

衰
退
す
る
農
業
行
政

交
付
金
等
を
活
用
し

支
援
し
た
い

動画はこちら

　
株
高
・
賃
上
げ
と
日
本
の
経

済
状
況
は
上
昇
機
運
だ
。

　
一
方
、米
価
は
上
が
ら
ず
、肥

料
を
中
心
に
農
業
資
材
の
高
騰

に
悩
む
農
家
が
増
大
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、今
回
の
当
初
予

算
に
お
い
て
、農
業
生
産
資
材

購
入
支
援
事
業
と
し
て
、肥
料

な
ど
農
業
資
材
購
入
に
２
６

0
0
万
円
余
も
の
農
業
支
援

を
計
上
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

農
業
者
の
一
人
と
し
て
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
し
か
し
、小
規
模
農
家
に
お

い
て
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
次
の

質
問
を
行
う
。

山
本
　泰
正 

議
員

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

水
道
水
中
に
あ
る
な
か
で

町
民
の
健
康
に
悪
い
影
響
は
な
い
の
か

動画はこちら

　  田
村 

産
業
建
設
部
長

　
水
道
水
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
つ
い
て
令
和
２
年
４

月
に
暫
定
目
標
値
と
し
て
は
Ｐ
F
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
総
量
が
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
５０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。和
気
町
で
は
南

部
水
源
で
１４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、吉
田
水
源
で
は
6
ナ
ノ
グ
ラ
ム
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
か
と
推
測
さ
れ
る
。暫
定

目
標
値
が
改
正
さ
れ
れ
ば
検
討
を
行
う
。

　  田
村 

産
業
建
設
部
長

国
の
動
向
も
踏
ま
え
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
活
性
炭
を
使
っ
て
吸
着
装
置
を
と
い
う
こ
と
だ
が
こ
れ
は
施

設
内
に
い
っ
た
ん
水
を
通
す
活
性
炭
を
入
れ
る
水
槽
（
プ
ー
ル
）

を
整
備
し
な
い
と
い
け
な
い
。施
設
整
備
は
な

か
な
か
難
し
い
。吉
田
水
源
に
つ
い
て
は
宿
水

源
か
ら
送
水
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
南

部
水
源
に
つ
い
て
は
代
替
え
の
水
源
は
な
い

の
で
新
曽
根
の
配
水
池
の
整
備
を
し
て
上

水
道
か
ら
の
応
援
を
も
ら
う
か
、
備
前
市
か

ら
の
給
水
も
検
討
す
る
。

　  

同
僚
議
員
の
質
問
で
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
６
ナ
ノ
グ

ラ
ム
あ
る
い
は
１４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
程
度
の
水
源
地
の

汚
染
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。低
い
濃
度
で
も
長
年
飲
料
と

し
て
い
る
と
が
ん
な
ど
の
疾
患
が
心
配
さ
れ
る
。早
急
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　  

今
後
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
原
因
物
質
を
除
去
す
る

な
ど
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

　  西
本 

都
市
建
設
課
長

　
働
の
残
土
処
分
場
は
０
・
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
受
け
入
れ
土
量
３
万

２
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
予
定

で
岡
山
県
が
令
和
５
年
２
月
か
ら

工
事
中
。日
笠
上
の
浚
渫
残
土
等

処
分
場
は
面
積
２
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

受
け
入
れ
土
量
１６
万
８
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
和
気
町
が
令

和
５
年
５
月
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
る
。働
の
岡
山
県
の
工
事
は
予

定
ど
お
り
進
行
し
て
進
捗
率
約

１５
％
、
日
笠
上
は
県
道
横
断
排
水

工
等
の
主
要
工
事
が
完
了
し
、
現

在
調
整
池
の
工
事
実
施
中
で
最

終
の
完
成
形
の
進
捗
率
は
約

３５
％
で
あ
る
。令
和
６
年
度
は
付

帯
工
事
を
実
施
し
、
令
和
７
年
度

か
ら
の
受
け
入
れ
を
目
指
す
。

　
町
政
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
町
内
を

流
れ
る
吉
井
川
及
び
支
流
の
河

川
で
は
、
長
年
の
土
砂
流
出
及
び

堆
積
に
よ
り
流
下
能
力
の
低
下
が

み
ら
れ
る
。水
害
を
防
止
す
る
た

め
浚
渫
等
に
よ
る
早
急
な
河
道

整
備
が
必
要
で
あ
る
。浚
渫
土
の

処
分
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら

処
分
場
を
２
か
所
整
備
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。町
民
の

安
全
安
心
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　  

令
和
４
年
度
か
ら
働
お
よ
び
日
笠
上
地
区
の
浚
渫（
し
ゅ
ん

せ
つ
）残
土
処
分
場
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
進
捗
状
況
は
。完
成
す
れ
ば
和
気
町
に
ど
の
よ
う
な
町
政
上

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

西
中
　純一 

議
員

高齢化が進む農業の高齢化対策と後継者対策は
  　「農機具が故障したのでもう農業をやめようか。」また、「うちの若いもんは、採算の取れない農
業なんかもうやめよう。」との声もあり苦慮している農家が増大している。
　そこで、大規模な農業組織ではなく、気心の知れた近隣農家の３・４人で農機具の共同利用組合
を組織し農地を守れないか。
　当然、行政の支援は必要であり、検討されたい。

  　岡 産業振興課長
　小規模な営農組織の設立運営は、農地を守るための一つの手段と考える。持続可能な農業へ向け重
要であり、今後協議検討したい。

農業特産物を推進すべきでは
　  晴れの国おかやまの和気町、県内の最高気温・玉野、岡山等に続き、上位に位置し、一方、最低
気温は、県北の津山よりも低い時もあり寒暖差の大きな盆地気候だ。
　この特性を生かし、おいしい野菜・おいしい果物の産地化を推進し、ふるさと納税の返礼品とし
て大いにＰＲすべきではないか。

  　岡 産業振興課長
　米、ブドウなどの農産物はふるさと納税の返礼品として非常に人気がある。そうした農産物に支援を強
化し、ふるさと納税寄附増を図り、その増収分で支援を充実することにより、好循環を生み出せればと考
えており十分検討したい。

農
業
施
設
の
管
理
支
援
策
は

  

　
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の
農
道・水
路・河
川
等
の
管

理
放
棄
状
態
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。特
に
急
斜
面
の
草
刈
り
は

高
齢
者
に
と
っ
て
は
危
険
な
作
業
の
た
め
荒
廃
地
域
が
増
加
の一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、日
笠
地
域
の一部
で
実
施
し
て
い
る
防
草
シ
ー
ト
の

助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
昨
今
、坪
3
0
0
0
円
以
上

で
、遊
休
農
地
を
買
い
た
い
と
の

テ
レ
ビ
放
映
を
見
る
が
、今
後
の

中
山
間
地
域
の
将
来
が
心
配
だ
。

高
齢
者
が
元
気
を
出
し
、若
者

が
関
心
を
持
ち
農
業
経
営
に
参

画
で
き
る
よ
う
な
行
政
を
推
進

す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

意
見

　  岡 

産
業
振
興
課
長

　
農
道
・
水
路
等
の
維
持
管
理

の
省
力
化
に
つ
い
て
は
、支
援
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
個
人
や
地
域
で
の
管
理
が
困

難
な
場
合
に
は
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
活
用
や
、公

有
地
に
つ
い
て
は
、原
材
料
支
給

制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

暫
定
目
標
値
以
下

で
あ
れ
ば
当
面
は

大
丈
夫
だ

残
土
処
分
場
の
進
捗
状
況
は

日笠地区の防草シート設置状況

管理された河川

管理不良で放置された河川

見
直
し
、除
去
対
策
は
ど
う
す
る
の
か

工事が進む残土処分場

WHO 100ng/ℓ 100ng/ℓ

アメリカ 4ng/ℓ 4ng/ℓ

PFOS PFOA

※1ngは10億分の1g

水道水の目標値（基準値）

日本
（暫定目標値） あわせて50ng/ℓ

和気町議会だより 第72号 20



ど
う
す
る

衰
退
す
る
農
業
行
政

交
付
金
等
を
活
用
し

支
援
し
た
い

動画はこちら

　
株
高
・
賃
上
げ
と
日
本
の
経

済
状
況
は
上
昇
機
運
だ
。

　
一
方
、米
価
は
上
が
ら
ず
、肥

料
を
中
心
に
農
業
資
材
の
高
騰

に
悩
む
農
家
が
増
大
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、今
回
の
当
初
予

算
に
お
い
て
、農
業
生
産
資
材

購
入
支
援
事
業
と
し
て
、肥
料

な
ど
農
業
資
材
購
入
に
２
６

0
0
万
円
余
も
の
農
業
支
援

を
計
上
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

農
業
者
の
一
人
と
し
て
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
し
か
し
、小
規
模
農
家
に
お

い
て
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
次
の

質
問
を
行
う
。

山
本
　泰
正 

議
員

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

水
道
水
中
に
あ
る
な
か
で

町
民
の
健
康
に
悪
い
影
響
は
な
い
の
か

動画はこちら

　  田
村 

産
業
建
設
部
長

　
水
道
水
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
つ
い
て
令
和
２
年
４

月
に
暫
定
目
標
値
と
し
て
は
Ｐ
F
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
総
量
が
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
５０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。和
気
町
で
は
南

部
水
源
で
１４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、吉
田
水
源
で
は
6
ナ
ノ
グ
ラ
ム
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
か
と
推
測
さ
れ
る
。暫
定

目
標
値
が
改
正
さ
れ
れ
ば
検
討
を
行
う
。

　  田
村 

産
業
建
設
部
長

国
の
動
向
も
踏
ま
え
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
活
性
炭
を
使
っ
て
吸
着
装
置
を
と
い
う
こ
と
だ
が
こ
れ
は
施

設
内
に
い
っ
た
ん
水
を
通
す
活
性
炭
を
入
れ
る
水
槽
（
プ
ー
ル
）

を
整
備
し
な
い
と
い
け
な
い
。施
設
整
備
は
な

か
な
か
難
し
い
。吉
田
水
源
に
つ
い
て
は
宿
水

源
か
ら
送
水
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
南

部
水
源
に
つ
い
て
は
代
替
え
の
水
源
は
な
い

の
で
新
曽
根
の
配
水
池
の
整
備
を
し
て
上

水
道
か
ら
の
応
援
を
も
ら
う
か
、
備
前
市
か

ら
の
給
水
も
検
討
す
る
。

　  

同
僚
議
員
の
質
問
で
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
６
ナ
ノ
グ

ラ
ム
あ
る
い
は
１４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
程
度
の
水
源
地
の

汚
染
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。低
い
濃
度
で
も
長
年
飲
料
と

し
て
い
る
と
が
ん
な
ど
の
疾
患
が
心
配
さ
れ
る
。早
急
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　  

今
後
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
原
因
物
質
を
除
去
す
る

な
ど
対
策
は
ど
う
す
る
か
。

　  西
本 

都
市
建
設
課
長

　
働
の
残
土
処
分
場
は
０
・
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
受
け
入
れ
土
量
３
万

２
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
予
定

で
岡
山
県
が
令
和
５
年
２
月
か
ら

工
事
中
。日
笠
上
の
浚
渫
残
土
等

処
分
場
は
面
積
２
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

受
け
入
れ
土
量
１６
万
８
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
和
気
町
が
令

和
５
年
５
月
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
る
。働
の
岡
山
県
の
工
事
は
予

定
ど
お
り
進
行
し
て
進
捗
率
約

１５
％
、
日
笠
上
は
県
道
横
断
排
水

工
等
の
主
要
工
事
が
完
了
し
、
現

在
調
整
池
の
工
事
実
施
中
で
最

終
の
完
成
形
の
進
捗
率
は
約

３５
％
で
あ
る
。令
和
６
年
度
は
付

帯
工
事
を
実
施
し
、
令
和
７
年
度

か
ら
の
受
け
入
れ
を
目
指
す
。

　
町
政
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
町
内
を

流
れ
る
吉
井
川
及
び
支
流
の
河

川
で
は
、
長
年
の
土
砂
流
出
及
び

堆
積
に
よ
り
流
下
能
力
の
低
下
が

み
ら
れ
る
。水
害
を
防
止
す
る
た

め
浚
渫
等
に
よ
る
早
急
な
河
道

整
備
が
必
要
で
あ
る
。浚
渫
土
の

処
分
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら

処
分
場
を
２
か
所
整
備
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。町
民
の

安
全
安
心
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　  

令
和
４
年
度
か
ら
働
お
よ
び
日
笠
上
地
区
の
浚
渫（
し
ゅ
ん

せ
つ
）残
土
処
分
場
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
進
捗
状
況
は
。完
成
す
れ
ば
和
気
町
に
ど
の
よ
う
な
町
政
上

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

西
中
　純一 

議
員

高齢化が進む農業の高齢化対策と後継者対策は
  　「農機具が故障したのでもう農業をやめようか。」また、「うちの若いもんは、採算の取れない農
業なんかもうやめよう。」との声もあり苦慮している農家が増大している。
　そこで、大規模な農業組織ではなく、気心の知れた近隣農家の３・４人で農機具の共同利用組合
を組織し農地を守れないか。
　当然、行政の支援は必要であり、検討されたい。

  　岡 産業振興課長
　小規模な営農組織の設立運営は、農地を守るための一つの手段と考える。持続可能な農業へ向け重
要であり、今後協議検討したい。

農業特産物を推進すべきでは
　  晴れの国おかやまの和気町、県内の最高気温・玉野、岡山等に続き、上位に位置し、一方、最低
気温は、県北の津山よりも低い時もあり寒暖差の大きな盆地気候だ。
　この特性を生かし、おいしい野菜・おいしい果物の産地化を推進し、ふるさと納税の返礼品とし
て大いにＰＲすべきではないか。

  　岡 産業振興課長
　米、ブドウなどの農産物はふるさと納税の返礼品として非常に人気がある。そうした農産物に支援を強
化し、ふるさと納税寄附増を図り、その増収分で支援を充実することにより、好循環を生み出せればと考
えており十分検討したい。

農
業
施
設
の
管
理
支
援
策
は

  

　
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の
農
道・水
路・河
川
等
の
管

理
放
棄
状
態
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。特
に
急
斜
面
の
草
刈
り
は

高
齢
者
に
と
っ
て
は
危
険
な
作
業
の
た
め
荒
廃
地
域
が
増
加
の一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、日
笠
地
域
の一部
で
実
施
し
て
い
る
防
草
シ
ー
ト
の

助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
昨
今
、坪
3
0
0
0
円
以
上

で
、遊
休
農
地
を
買
い
た
い
と
の

テ
レ
ビ
放
映
を
見
る
が
、今
後
の

中
山
間
地
域
の
将
来
が
心
配
だ
。

高
齢
者
が
元
気
を
出
し
、若
者

が
関
心
を
持
ち
農
業
経
営
に
参

画
で
き
る
よ
う
な
行
政
を
推
進

す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

意
見

　  岡 

産
業
振
興
課
長

　
農
道
・
水
路
等
の
維
持
管
理

の
省
力
化
に
つ
い
て
は
、支
援
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
個
人
や
地
域
で
の
管
理
が
困

難
な
場
合
に
は
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
活
用
や
、公

有
地
に
つ
い
て
は
、原
材
料
支
給

制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

暫
定
目
標
値
以
下

で
あ
れ
ば
当
面
は

大
丈
夫
だ

残
土
処
分
場
の
進
捗
状
況
は

日笠地区の防草シート設置状況

管理された河川

管理不良で放置された河川

見
直
し
、除
去
対
策
は
ど
う
す
る
の
か

工事が進む残土処分場

WHO 100ng/ℓ 100ng/ℓ

アメリカ 4ng/ℓ 4ng/ℓ

PFOS PFOA

※1ngは10億分の1g

水道水の目標値（基準値）

日本
（暫定目標値） あわせて50ng/ℓ
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Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』
の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい
町民の笑顔やイベント行事などの写真
をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』
表紙に掲載するとともに、誌面で紹介さ
せていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページ
をご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。

満開の桜の中で、満面の笑顔

今月の表紙

　
新
緑
の
候
、皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
の
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て

議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
新
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
１
年
経
過
し
、

皆
様
に
読
ん
で
も
ら
い
や
す
く
、

議
会
の
活
動
が
よ
く
わ
か
る
広

報
誌
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
度
コ
ン
テ

ス
ト
で
部
門
表
彰
も
受
け
ま
し

た
。な
お
一
層
良
い
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
委
員
一
同
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、ご
要
望
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
広
報
編
集
委
員
会
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
山
本 

稔
）

編
集
後
記

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

和気町多目的公園
議会広報編集委員会
公園内に大型複合遊具やスケート
パークが完成しました。満開の桜の中、
子どもから大人まで満面の笑顔に包
まれていました。

和気町議会

第72号
令和6年
3月定例会

❹ 令和６年度 主要事業について　❺ 質疑と答弁
❾ 委員長報告　　 一般質問12

❷ 特集 議会視察研修

一部加工・トリミングして掲載しています。

「和気町議会だより 第69号」が表彰されました


